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ユネスコ 政府間理事会政府代表、世界水会議理

事など歴任

水資源開発審議会会長、東京都総合開発審議会会長、

河川審議会、中央環境審議会委員など歴任

現在 国際連合大学上席学術顧問、東京大学名誉教

授

主な著書

国土の変貌と水害（岩波新書 年発行）

都市と水（岩波新書 年 月発行）

地球の水が危ない（岩波書店版 年 月発行）

河川工学 新版（東京大学出版会版 年 月

発行）

川の百科事典（編著 丸善版 年 月発行）

など多数

（お断り）

講演の内容につきましては、誠に勝手ながら掲載

を割愛させていただきました。

主 催 者 挨 拶

静岡県副知事

花 森 憲 一

第 部 治水大会

知事の挨拶を読み上げさせていただきます。

本日は、中部各県の治水事業に携わっておられる

皆様をお迎えして、平成 年度中部治水大会を、こ

のように盛大に開催できますことを、厚く御礼を申

し上げます。中部各県からご出席をいただきました

皆様を、県を代表し、心から歓迎をいたします。ま

た本日、ご多用の中、国会議員並びに県会議員の皆

様方を初め、多くのご来賓の皆様のご出席をいただ

き、厚く御礼を申し上げます。

毎年、全国各地で、洪水や地震による大きな災害

が発生しております。加えて、最近は地球温暖化に

よる台風の大型化や、局地的な集中豪雨が各地で頻

繁に発生するなど災害が激化しており、そのために

多くの尊い生命と財産が失われております。

本県は、南アルプスや富士山など、高く急峻な山

を背負い、年間降雨量は ミリと、全国平均を

大きく上回っています。また脆弱な地質ということ

もあり、過去に風水害にたびたび見舞われておりま

す。特に、過去 年間で、静岡市や伊豆の国市では、

延べ 戸以上の床上の浸水被害が発生するなど、

深刻な状況にあります。また、本年 月 日の駿河

湾を震源とする地震では、静岡県内では震度 弱を

記録し、死者 名、約 戸にも及ぶ住宅被害が

発生いたしました。近い将来発生すると言われます

東海地震の震源域に近いということから、津波対策、

あるいは崖崩れ対策の推進の必要性を改めて認識し

たところでございます。

このため本県では、安全で安心して暮らせる県土

づくりの実現を目指し、事業の重点化による効率的

な施設整備と適切な維持管理を実施するとともに、

ハード、ソフトが一体となった減災対策に取り組ん

でまいりたいと考えております。

さて、今週の 月 日から、国内最大の文化イベ

ントであります第 回国民文化祭が、 月 日まで

日間、県内各地で開催されます。本日お集まりの

皆様にも、この国民文化祭を盛り上げていただきま

すよう、ご支援、ご協力をお願い申し上げます。

結びに当たりまして、本大会を契機に、治水事業

がなお一層促進されますとともに、本日お集まりの

皆様方の、ますますご健勝とご活躍を祈念申し上げ

まして、挨拶といたします。

静岡市建設局土木部理事

石 井 隆

静岡県河川協会長・静岡市長のメッセージを代読

をさせていただきます。

本日ここに、平成 年度中部地方治水大会を、多

くの治水関係者の方々にご参加をいただき、盛大に

開催できますことを、主催者の一人として大変光栄
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に存じますとともに、開催地の市長として皆様を心

から歓迎申し上げます。また本日は、ご多忙にもか

かわらず、国会議員並びに県会議員の皆様方を初め、

多くのご来賓の方々のご出席をいただき、厚くお礼

を申し上げます。

さて、静岡市は、平成 年に旧静岡市と旧清水市

が合併し、平成 年には全国で 番目の政令指定都

市となりました。

本市の歴史は古く、市内には、弥生時代の集落で

ある登呂遺跡、徳川家康公ゆかりの駿府公園や久能

山東照宮など、多くの歴史・文化遺産が存在します。

また、標高 メートル級の南アルプスを初めと

する広大な山間地域から、深さ メートルの駿

河湾に至る、多様で豊かな自然に恵まれており、温

暖な気候のもと、市内には清流の都静岡を象徴する

多くの河川が流れ、 万市民の生活に潤いを与えて

くれております。

しかしながら、ひとたび大雨が降りますと、これ

ら穏やかな清流は一変いたします。本市を南北に貫

流する安倍川は、大谷崩れに代表される多数の崩壊

地を抱える急峻な地形を一気に下る、日本屈指の急

流河川で、工事のたびに大量の土砂を流出する暴れ

川となり、一方市街地を西から東に流れる、本県を

代表する都市河川である巴川では、内水被害の頻発

が危惧される等、いずれも非常に扱いの難しい河川

に変貌し、本市にたび重なる水害をもたらしてまい

りました。このため、国土交通省、静岡県を初め多

くの方々が連綿と治水事業に取り組まれ、おかげさ

まをもちまして、現在では治水の安全度が向上して

まいりました。これまでの皆様のご尽力に対しまし

て、この場を借りましてお礼を申し上げる次第でご

ざいます。

さて、本大会は、治水事業に深くかかわる方々が

一堂に会しまして、中部地方の治水事業に関する意

見交換を行い、生命と財産を守る治水事業を計画的

に推進し、事業の促進を図ることを目的といたしま

して開催されるものでございます。

中部地方は、日本列島の中でも、地形などの自然

条件、また社会条件などから、これまで伊勢湾台風、

東海豪雨など多くの水害に見舞われております。記

憶に新しいところでは、昨年、ゲリラ豪雨等により、

愛知県岡崎市を初め、岐阜県西部、三重県北部など

で多数の浸水被害を受け、多くの尊い人命や財産が

危険にさらされてまいりました。

本県におきましても、過去をさかのぼれば、昭和

年の狩野川台風、昭和 年の七夕豪雨などにより

多くの苦難を受け、その後も各地でたび重なる浸水

被害などが発生してまいったところであります。治

水事業へのたゆまぬ努力にもかかわらず、このよう

に地域住民の生命・財産を奪う深刻な水害が現在な

お発生していることは、とりもなおさず中部地方に

おける治水施設の状況が、今日にあってもなお十分

でないことを裏づけるものではないでしょうか。特

に、近年の気候変動がもたらす局地的豪雨による河

川氾濫の頻発化などを見ますと、引き続き計画的な

治水事業の促進を図る必要があるとの思いを強くす

るところであります。

また、本年 月 日に発生した駿河湾を震源とす

る地震では、県内で震度 弱を記録し、市内では、

死者 名、負傷者 名のほか 軒弱の家屋被害、

万世帯の断水被害が発生いたしました。また牧之

原市では、東名高速道路の路肩決壊により通行止め

が発生するなど、広域物流等に大きな影響が出まし

た。東海地震や東南海地震が近い将来確実に発生す

ると言われておりますが、こうした大規模地震に対

する備えも着実に進める必要があると、改めて認識

したところでございます。

こうした中、本日、治水事業にかかわる皆様方に

ご討議をいただくことは、まことに意義深いことで

あり、本大会を契機として、中部地方それぞれの地

域における治水事業が一層推進され、安心で真に豊

かな社会が実現することを念願しております。

最後に、本大会が所期の目的を達し、実り多い大

会となりますことを祈念いたしますとともに、本日

ご列席の皆様方の、今後ますますのご活躍とご健勝

をお祈り申し上げまして、私の挨拶とさせていただ

きます。

司会 なお、本日出席予定でございました、全国治

水期成同盟会連合会会長の陣内孝雄が、都合により

急遽欠席せざるを得ない状況となりました。本人か

らは、まことに申しわけなく、くれぐれも皆様によ

ろしくとのことで、ご挨拶をお預かりしております。

私から、これより皆様にお伝えいたします。

中部地方治水大会のご盛会をお喜び申し上げま

す。

本日、治水事業にご造詣の深い皆様が一堂に会さ

れ、国における来年度治水予算案の編成を前にして、



日ごろ治水事業の推進に尽力いただいておる皆様方

のご意見を集約されますことは、時宜を得て、まこ

とに意義深うございます。また、ご来賓の皆様には、

ご多用の中にもかかわりませず、ご臨席をください

ましてありがとうございます。ご指導とご鞭撻を引

き続きよろしくお願い申し上げます。

さて、治水事業は、国民の生命・財産を守り、国

民生活の安全と安心、国民経済の発展のために重要

な国政の根幹的な事業でありますので、国家百年の

大計に立って着実に推進されねばなりません。

ところが、近年の災害発生状況を見ますと、今年

も 月 日から 日にかけ、さらに 日から 日に

かけ、我が国の広い範囲で梅雨前線活動が活発化し、

福岡県、大分県、山口県などで、死者 名、負傷者

名、家屋の全半壊・一部損壊およそ 戸、床上・

床下浸水およそ 万 戸など、甚大な被害が発

生しました。さらに 月 日には、台風 号が、紀

伊半島の南海上を北上して、中国、四国、東北地方

に大雨を降らし、そして床上浸水およそ 棟、

床下浸水およそ 棟の住家が浸水しました。

月は、 日、 日にかけて台風 号が知多半島

に上陸して、中部地方から東北地方までの広範囲を

襲い、各地で多大な災害をもたらしたところであり

ます。また、ご当地では、 月 日に駿河湾を震源

とする大規模な地震が発生して、死者 名、負傷者

およそ 名、家屋の半壊・一部損傷およそ 戸

などの大きな被害も発生しました。これらの災害で

亡くなられた皆様のご冥福をお祈り申し上げますと

ともに、被災された地域の皆様にお見舞いを申し上

げます。

また、近年の地球規模の気象変動は異常気象をも

たらし、これまでに経験したことのない激しいゲリ

ラ豪雨、厳しい驟雨を頻発させる傾向が強まってお

ります。このような憂慮すべき状況にあるにもかか

わらず、治水投資は低迷し、平成 年度予算は、

年前に比べ、およそ半分までに減少しております。

したがいまして、全国治水期成同盟会連合会といた

しましては、治水施設の整備についての国民の皆様

の切なる要請に応えるべく、治水事業を計画的に、

着実に推進できますよう、ご参集の皆様と活発に運

動いたしてまいります。力強いご支援を、どうぞよ

ろしくお願い申し上げます。

最後になりましたが、本大会を開催するに当たり、

格別のご高配を賜りました静岡県知事を初め、静岡

県ご当局、静岡県河川協会の関係の皆様に厚く御礼

ご紹介いただきました、静岡県議会副議長の堀江

龍一でございます。本日ここに平成 年度中部地方

治水大会が開催されるに当たり、地元県議会を代表

いたしまして一言お祝いを申し上げます。

皆様、ようこそ静岡県へお越しくださいました。

心から歓迎申し上げす。本県には、富士山を初めと

した、豊かな自然を満喫できる観光名所が多数ござ

います。また、魚介類や農産物などの名産品もたく

さんありますので、秋の静岡県を、ぜひこの機会に

お楽しみいただければ幸いと存じます。

さて、本日ご出席の皆様には、日ごろから各地域

における治水事業の推進に多大なるご尽力をいただ

き、心から敬意を表する次第であります。皆様もご

承知のとおり、中部地方は、地形などの自然条件か

ら、これまで幾度となく台風や集中豪雨などによる

被害に見舞われてまいりました。巨大地震の発生の

可能性が言われ続けております本県におきまして

は、 月には震度 弱の地震が発生し、大地震発生

時における津波対策や崖崩れ対策などを着実に推進

する必要性を再認識したところでございます。また、

昨今、政権交代により、むだを省こうということで、

治水事業まで検討することなく省かれそうな状況の

中、治水事業に携わる皆様が一堂に会しご討議をさ

れますことは、まことに意義深いことと感じており、

こうした大会を契機に、中部地方における治水事業

が、より一層推進されることを期待申し上げます。

結びに、本大会が実り多い大会となりますことを

祈念いたしまして、また本日ご列席の皆様の今後ま

すますのご活躍、ご健勝を祈念いたしまして、お祝
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申し上げ、ご出席の皆様方のご健勝とご活躍を祈念

申し上げてご挨拶といたします。

全国治水期成同盟会連合会会長 陣内孝雄（代読）

静岡県議会副議長

堀 江 龍 一

来 賓 祝 辞
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いの挨拶とさせていただきます。

本日はおめでとうございました。

皆さんこんにちは。ご紹介を賜わりました、この

静岡県、静岡 区というところの選出の衆議院議員

小山展弘でございます。本日の大会のご開催、まこ

とにおめでとうございます。

この治水事業というものは、古くは江戸時代、私

の今住んでおる町におきましても、水門を開けるか

閉めるかというようなことで、多くの人命、あるい

は財産に被害が出るということがあって、血の雨が

降ってきたような歴史がありました。そしてまた、

たび重なる暴風雨、台風。こういったものから身を

守るために、我々は営々として、この治水、水をい

かに治めるかということに先祖代々努力をしてきた

わけでございます。そして私の地元でも、磐田市と

いうところでございますが、近年集中豪雨などが発

生するようになりまして、駅のすぐ近くでも洪水が

起こるようになりました。そして、これについても、

今、川を深く掘り下げ、ポンプをつけるなどの事業

を行っているわけでございます。

また、私の出生地でありますけれども、きょうお

見えになっている大場勝男県議の地元でもございま

すが、非常に低い丘陵地帯の山がございます。ふだ

んはからからに乾いた、水が流れていない川がある。

しかしながら、山に保水能力というものがあまりな

いということで、雨が降ると、その川が天井川となっ

て氾濫してしまう。あるいは氾濫でなくても、いつ

もいっぱいまで水が来てしまう。住民の皆様は、そ

ういった大変な危険に脅かされながら、不安を感じ

ながら生活をしている。そういった地域もあるわけ

でございます。私どもは、先ほど副議長様のほうか

ら、無駄の排除ということで、治水事業までがその

対象になっているというお話がございました。もち

ろんすべての事業が、無駄があるかどうか。あるい

衆議院議員

小 山 展 弘

はもっと少しでも、この財政赤字が厳しいみぎり、

費用あるいは支出を削減できないかということの対

象になっていることは事実ではございますが、必要

な事業まで削っていくということを申し上げている

わけではないわけであります。むしろ、今までこの

治水事業の名をかりた、さまざまな公共事業の無駄

遣い。これこそまさに根絶していくべきであると私

たちは申し上げている次第でございます。

治水事業は、国民の生命と財産を守る大変大切な

事業であり、こういったものに対しては、私どもも

必要な支出はしっかりと行っていかなければならな

いと考えております。

本日の大会が実りあるものとなり、また本日ご出

席の皆様のますますのご活躍とご健勝をお祈り申し

上げ、ご挨拶とさせていただきます。

本日はおめでとうございます。

来 賓 紹 介
─順不同・敬称略─

衆議院議員（代理）

塩 谷 立 大 口 善 徳

静岡県議会副議長 堀 江 龍 一

静岡県議会建設委員会副委員長 藪 田 宏 行

静岡県議会建設委員会副委員長 中 田 次 城

三重県県土整備部総括室長 花 谷 郁 生

静岡県議会議員 前 沢 侑

静岡県議会議員 大 場 勝 男

静岡県議会議員 山 田 誠

静岡県議会議員 小田巻 進

静岡県議会議員 高 田 好 浩

静岡県議会議員 戸 塚 久美子

祝電ありがとうございました
─順不同・敬称略─

衆議院議員

塩 谷 立 大 口 善 徳

津 川 祥 吾

参議院議員

榛 葉 賀津也 牧 野 京 夫
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ご紹介いただきました、函南の町長でございます。

就任後、 期目、 年を迎えました。この 年間

の中で、特に記憶に残っている、平成 年 月末の

災害について、ご紹介させていただきます。

まず、函南町は、観光地伊豆の玄関口に位置し、

北には霊峰富士を望み、東には 天下の険 と呼ば

れる箱根山系が連なり、自然豊かな町であります。

町域面積 平方キロメートルで、箱根山頂から西

に向かって、山間地、丘陵地、平坦地に大別され、

山間地は豊かな自然景観を有し、酪農等が行われて

おります。丘陵地は、なだらかな台地が続き、スイ

カやレタス等の畑作地帯であり、平坦地は田方平野

の一角を占める水田地帯で、イチゴやトマト等の施

設栽培が盛んに行われております。平坦地は、町の

総人口約 万 人の約 ％が集中し、市街地が

形成されています。もともと函南町は農村集落であ

りました。東京から キロメートル圏内。東名高

速道路沼津インターチェンジより約 分という立地

状況にあり、昭和 年代後半から、沼津市、三島市、

熱海市のベッドタウンとして急激に人口が増加しま

した。

静岡県建設部長

衛 門 久 明

座 長 推 挙

意 見 発 表

静岡県函南町長

芹 澤 伸 行

この狭い平坦地に、一級河川狩野川を初め、水系

の一級河川大場川、来光川、柿沢川が流れ込んでい

ます。このような地形的な要因も重なり、当町の歴

史は水害との戦いであったわけであります。中でも

昭和 年の狩野川台風の折には、函南町にあっては

死者 名、重軽傷者 名、家屋の全壊 戸、流失

戸、半壊 戸、床上浸水 戸という災害を被りま

した。しかし、昭和 年 月に、狩野川上流部に当

たる伊豆の国市に、毎秒 トン規模の狩野川放

水路が完成し、災害が大きく軽減されることになり

ました。しかしながら、当町には、まだまだ未改修

河川が多く、また集落が低地部に集中していること

から、抜本的な浸水被害の解消には至らず、昭和

年の七夕豪雨では、家屋の半壊 戸、床上浸水 戸、

床下浸水 戸の被害を受けたわけであります。

昭和 年代から、大場川、来光川の築堤工事が進

められ、昭和 年代前半に大場川がおおむね完成す

ることができました。しかし、来光川にあっては、

伊豆箱根鉄道の鉄道橋かさ上げという難問題があり

ました。この難事業については、地元選出の国会議

員や、国・県等、関係の皆様方のご理解、ご協力に

より、平成元年、工事着工し、 億余の金を費やし、

そして 年の歳月を経て、平成 年に完成すること

ができました。これで来光川、柿沢川の上流部の河

川改修が促進されるものと期待したわけですが、予

算確保が難しく、なかなか進みませんでした。

そして、平成 年 月末、豪雨による大災害を受

けることになりました。この集中豪雨を振り返って

みると、台風 号から流れ込む湿った空気により停

滞前線が刺激され、 月 日未明より激しい豪雨に

見舞われ、来光川上流の雨量観測所で総雨量 ミ

リに達し、特に午前 時から 時までの 時間に

ミリの降雨を記録しました。また柿沢川上流観測所

においても、総雨量 ミリ、午前 時から 時ま

での 時間に ミリの雨量を記録し、この豪雨に

より、来光川、柿沢川、函南観音川が氾濫し、畑毛、

間宮、柿沢台地区等平坦地域では、床下浸水 戸、

床下浸水 戸の浸水被害に見舞われました。また、

丹那、畑、桑原地区等の山間地域では、土砂崩壊に

より、全壊家屋 戸、半壊・一部半壊家屋 戸の被

害や、道路、河川、林野の崩壊箇所は カ所を超

える被害となり、人身被害では熱函道路を通行中の

車両が土砂崩壊に巻き込まれ、 名の尊い犠牲者を

出したほか、住宅裏山等の土砂崩れにより 名の負

傷者を出す等、当町にとって未曾有の大災害に見舞
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われました。さらに市街地の堤防が決壊寸前まで

いったことから、自衛隊に災害派遣を要請し、救助

作業に当たっていただきました。

災害復旧事業としては、道路、河川、農地災害は

もちろんのこと、砂防事業や治山事業、急傾斜地崩

壊対策事業等、静岡県の関係機関のご協力により実

施していただきました。中でも来光川にあっては、

上流部の災害復旧助成事業の採択を得られたことか

ら、その下流域について、災害復旧等関連緊急事業

の採択が得られ、総延長 メートルが一気に改

修されることとなりました。一方、柿沢川にあって

も、継続事業として河川改修を実施していたわけで

すが、この災害以降、多額の予算が配分されること

になり、総延長 メートルの河川改修が大きく

前進することとなりました。

しかし、両河川には、隣町の旧韮山町を含めると、

町道橋 橋がかかっており、このかけかえ事業費の

町負担が多額を要することから、町財政に与える影

響が非常に大きく、旧韮山町とともに、負担の軽減

を国及び県に対して要請することとしました。両町

の議会を初め、関係沿川の自治会ともども、地元国

会議員のご支援もいただき、国・県のご理解、ご協

力を得ることができ、橋梁かけかえ事業費にあって

は市町村特例が適用され、約 億円余の負担軽減と

なりました。

河川災害復旧等関連緊急事業は、平成 年の災害

を含め、 年間で事業を完成しなければならないの

ですが、事業延長も長く、歴史的に埋蔵文化財等が

多数発掘されており、広範囲による文化財の調査や、

移転家屋も多かったことから、工期を延長し、よう

やく平成 年度末に完成の運びとなりました。来光

川用地取得に当たっては、用地関係者が 名、柿

沢川にあっては 名、合計 名の地権者の協力を

得なければならず、国及び県の用地担当者にあって

は、夜間はむろんのこと、休日にも用地交渉に奔走

していただき、ご苦労をおかけしました。また、河

川沿川には、古くからの居住者を含め、 軒に上る

移転を余儀なくされました。関係の皆様には本当に

ご苦労をおかけし、ご協力いただいたことに深く感

謝をします。

今回の河川改修では、周辺環境に配慮され、自然

石による護岸整備や環境ブロックの施工により緑化

に重点が置かれ、この両河川が市街地内の貴重な緑

地空間として町民の憩いの場となり、手近な散歩や

ウォーキングコースとして利用されています。また、

静岡県の事業区間にあっては、柿沢川では昔から農

業用水として利用していた湧き水や旧河川敷があっ

たことから、ここを親水公園として整備していただ

きました。また、この周辺には、住民で組織する 桜

を育む会 による桜の植樹が行われ、来光川にあっ

ては、河川改修が完成する平成 年 月に、沿川に

ある函南小学校の生徒及び 、学校の先生によ

り、学校創立 周年記念事業として桜を植樹いた

しました。

こうした町民の運動によって、さらに生活に密着

した河川空間として活用されています。ここでは、

平成 年 月末の豪雨災害による河川等の復旧につ

いて紹介をさせていただきましたが、冒頭触れまし

たように、当町は、県管理の一級河川 本が直轄河

川の狩野川に流れ込むことの地形的な要因による内

水の問題箇所が カ所ほどあります。そのうち、間

宮地区の内水問題について少々紹介させていただき

ます。

この間宮地区は、直轄河川の大場川と、支川であ

る県管理の函南観音川が合流する部分で、大場川の

水位が上がると、函南観音川の水は水門によって閉

められ、ポンプアップによって排除する国交省の管

理である函南観音川排水機場がありますが、十分な

排除ができない結果、人口集中地区の住宅地である

間宮地区に内水被害をもたらすという状況にありま

す。このときには、国交省沼津河川工事事務所から

排水機場に排水ポンプ車を設置するため駆けつけて

いただき、私も排水ポンプ車のホースをプールに設

置するためのお手伝いをいたしました。

近年の間宮地区の床上・床下浸水の状況は、平成

年 月末豪雨で、床上 戸、床下 戸、合計

戸。平成 年 月の台風 号では、床上 戸、床下

戸、合計 戸。また平成 年 月の台風 号では、

床上 戸、床下 戸、合計 戸という、毎回のよう

に内水では悩まされている状態であります。

この間宮地区の河川は、大場川年度及び函南観音

川ともに整備済みであり、内水の解消は河川整備を

すればよいという状況ではなく、国・県及び流域の

市町を含んだ自治体で総合的な治水対策を講ずるた

め、現在その対策案を検討中であります。

その具体的な対策案は、 つとして、河川の河道

の掘削、河積確保、堆積土砂の排除等の河川改修。

つとして、公共用地、例えば地区の公民館や町の

駐車場、現在事業を進めている東駿河湾環状道路等

を整備することによって、函南観音川のピークカッ
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トの対策を講ずる。 として、遊休農地や公共施設

を利用した貯留施設をつくることによる流出抑制。

として、個人住宅地内の宅内ますを浸透ますや貯

留施設に改良し、新設のための補助制度や浸水情報

の提供など、被害軽減に係る啓発活動等を考えてい

るところであります。

ただいま申し上げました対策メニューは、すぐに

でもできるものもあり、 年、 年かかるものもあ

りますが、一日も早く被害が軽減されることを願っ

ているところであります。いずれにせよ、災害復旧

についても、内水対策にしても、函南町だけで解決

できる問題ではありません。国土交通省や静岡県を

初め、近隣の三島市、また住民のご理解、ご協力が

なくては内水対策の解消はできず、水との戦いは終

わりがないという認識をしているものであります。

以上、私の意見発表とさせていただきます。ご清

聴ありがとうございました。

こんにちは。私は、ただいまご紹介いただきまし

た、入野漁業協同組合理事の杉山恵子です。よろし

くお願いします。

私が入野漁業協同組合に入りましたのは平成 年

の 月で、今年の 月で丸 年が過ぎました。それ

までは、浜松市内のホテルで、ブライダル・プロ

デュースとかディナーショーの企画とかをしており

ました。

その中で私は、佐鳴湖に強い、人よりも何かもの

すごい強いものがあるというふうに思われるかもし

れませんが、とにかく佐鳴湖は生活の一部なんです

ね。生まれてすぐではないんですが、小学校 年生

のときに佐鳴湖のほとりに引っ越してまいりまし

て、そのときから佐鳴湖は私の生活の一部になりま

した。

この、 いにしえから未来へ というタイトルに

したのは、やはり 昔々の縄文時代のころから佐鳴

入野漁業協同組合理事

杉 山 恵 子

湖ってあったんだよ と、小学生にお話をしていま

す。そして、 この私たちの目の前にある佐鳴湖は、

君たちがおじいさんになっても、おばあさんになっ

ても、ずっとここにあるんだよ という話をして佐

鳴湖の話を進めていくんですが。

これが入野漁協の船着場から出ていくところで、

そこから見た佐鳴湖です。こう見ると大変大きく見

えますが、実はとても小さな湖なんですが、その中

で私は、天然ウナギのウナギ漁の漁師をしています。

右側の写真、すみません。少しぼけているんです

が、操船しているのが、父親でもあり、入野漁業協

同組合組合長の父です。

まず、皆さんご存じということでしたが、簡単に

佐鳴湖のご紹介をさせていただきます。

佐鳴湖は、上流から、段子川、新川、御前谷排水

路という川からそれぞれ淡水が流れてきまして、そ

して青いほうですね。旧新川から下流に、海のほう

に流れていきます。当然この水は浜名湖に続いてお

りまして、浜名湖から太平洋に出るんですが、それ

までの間、必ずすべての水が佐鳴湖から浜名湖、太

平洋に出るわけではなく、大変滞留時間も長く、時

として浜名湖に出ていく前に戻ってきてしまうとい

うところが特徴です。何せ全周約 キロなんです

ね。大人が普通に歩いても 時間ちょっとくらいで

歩いてしまえるというくらいに小さな湖です。

こちらは県の浜松土木さんからお借りしている絵

なんですが、これは明治 年の佐鳴湖の周辺です。

赤いところが浜松駅ですね。それが、年を追うごと

に、大正 年。水色のところが水田とかそういう水

のところで、市街地は本当に浜松駅のところぐらい

でしたね。それが、昭和 年、だんだん町ができて

きまして、昭和 年、このころまで佐鳴湖は泳げま

した。泳げましたといっても、大変美しい湖で、水

泳することにとても利用する価値があるというか、

そういったふさわしい湖であるというよりは、その

年の少し前まで、プールが各学校になかったという

ことで、海まで行くには遠い。でも佐鳴湖があるか

らということで佐鳴湖で泳いでいたというふうに聞

いています。そして昭和 年、大分市街地化が進ん

でまいりました。それで 年。そして平成 年です

ね。もうほとんどコンクリート化しております。佐

鳴湖に入ってくるべき自然の水も、すべてコンク

リートを通して入ってくることによって、汚れがろ

過されずに、すべてそのまま入ってくることによっ

て、大分佐鳴湖の水が汚れてきています。
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そして、これは の推移なんですが、マスコ

ミで、平成 年ぐらいからずっとワーストワン、ワー

ストワンと言われ続けて 年。昨年やっとワースト

スリーになったんですけれども、それもあまりうれ

しい結果ではなかったんですが、でも私たちはワー

ストワンと言われるよりもワーストスリーのほうが

うれしいんです。

そ し て、 ワー ス ト ワ ン と い う、 こ の

（ ）というのは何なのか。

そして、それがどうして佐鳴湖を汚しているという

ことに結びつくのかということまでは、新聞にはあ

まり詳しく書かれていませんし、興味のない方は新

聞を読みません。そして、ワーストワンのいろんな

マスコミが出てまいりまして、佐鳴湖が昭和 年で

は魚が浮いていたと。もう何とも死の湖のように言

われ続けてまいりましたが、昨年の秋の情報では

ワーストワン脱出でも、私たちよりも上位にいたと

ころが、川の水などを引いてきれいになって、それ

でワーストが 、 だったのが、また汚れてしまっ

たというところで、私たちが 位になったり 位に

なったりしています。でも佐鳴湖は、少しずつです

が は下がってきております。

先ほどもお話ししましたが、昭和 年代は、シジ

ミとかワカサギもたくさんとれたんですね。入野漁

協でも、ワカサギは何トンというくらい 日の水揚

げがありました。そして昭和 年代ぐらいまでは泳

いでいたんですね。渡り鳥もたくさん来ていました。

私が子どものころは、本当にたくさんの渡り鳥が来

ていましたが、最近は渡り鳥というよりもカワウの

ほうが増えてまいりました。

現在の佐鳴湖の水辺環境なんですが、さまざまな

シーンで佐鳴湖は人々に愛されています。こんなに

愛されているといえども、やはりワーストワンとい

う言葉は大きいんですね。私は平成 年に漁業権を

買って組合員になったんですが、そのころ、一生懸

命やっている組合員であり父である組合長、そして

多くの組合員が佐鳴湖の立派な天然ウナギをとって

いるんですが、その天然ウナギさえも、 食べたら

死ぬんじゃないか と言われ続けていたんです、当

時。私たちは、漁協は漁協なりに、水質を調べてい

ただいたりして魚の安全性をうたってはいました

が、とにかくマスコミのワーストワンというのは、

非常に私たちにダメージを与えました。ただ、それ

は漁業従事者としての、ウナギが売れる売れないで

はなく、ウナギは順調に、ちゃんと理解していただ

くことによって売れていましたが、とにかく一般市

民の方々の関心がない。無関心。かえって浜松市外

の方のほうが関心がありました。

そこで、ワーストワンになったときに、新聞の中

でも、何千万の予算がついたとか、何億かければき

れいになるとかという話がありました。私はおかし

いなと思ったんですね。治水事業のように、多くの

人命を助けるための事業であれば、それはやっぱり

お金はかけるべきですが、関心のない人たちのため

に何億も何千万もかけて、そこを一気にきれいにし

ても、結局それが数年経てばもとに戻ってしまうの

ではないかと思ったわけです。もっと先にやること

があるんじゃないかと。やっぱりウナギも安心して

食べられるということも知らせたかったし、佐鳴湖

のよさ。こんなにすてきなところがあるということ

を皆さんに知っていただくために、私は佐鳴湖の伝

道者になりたいなと思ったんですね。でも、それは

父とか組合員さんとかの受け売りではなくって、私

が実際に体験して、佐鳴湖の水を見て、緑藻、珪藻、

いろんなプランクトンを見ながら、そして佐鳴湖の

景色を見ながら、水の色を見ながら、佐鳴湖の変化

を自分の言葉で自分で伝える。それができないと全

く説得力はないと思いました。

そこで、うちの父である組合長に 漁師やりたい

んだけど と言いましたら、びっくりするくらいに

いいよ って二つ返事で、 あ、いいの？ って、

気が抜けるくらいだったんですね。ただ私は、数年

前から男女共同参画を推進しているグループの代表

もしておりまして、 男も女もないよ というのは

家庭の中でもよく言っていまして、審議会でも、や

はり静岡県は 割ぐらいは女性を登用しなさいとい

うことがあるくらいに、漁協もそろそろ女性を入れ

なきゃなと思っていたと、心にもないことを言った

ものですから、このときだなと思いまして、すぐに

漁協のメンバーに入れてもらったんですが。

佐鳴湖を知っていらっしゃる方、たくさんいらっ

しゃいましたが、こんなイチョウの葉が落ちている、

このすてきな場所。そして、これはうちの組合員さ

んなんですが、ウナギが入ってますね。とってると

ころです。そして、これは西岸の漕艇場。こちらは

一般の市民の方が行っているレガッタですね。そし

て、小学生ですね。近隣の小学生は遠足にも来ます。

花火大会は 月に行いますが、これは佐鳴湖をきれ

いにするためのイベントとして行われています。こ

ちらもイベントですね。



これ、全部佐鳴湖なんですね。一角だけ切り取る

と、外国かなと思うくらいなところなんですが、本

当にきれいなんです。水質、 が高いだけで、

佐鳴湖は死の湖のように言われ続けてきました。

私だけではなく、同じような思いのある人たちが、

平成 年に、県の浜松土木事務所さんのイニシアテ

ィブで、佐鳴湖で活動している人たちが集まって、

佐鳴湖ネットワーク会議 というものの前身であ

る会合を設けました。 年間、いろんなグループで、

佐鳴湖についての状況、そして現状をみんなで話し

合いまして、 年には、 年間準備期間を置いて、

平成 年から 佐鳴湖ネットワーク会議 という、

市民と行政と有識者の皆さんでつくる団体をつくり

上げました。

そこでは、小学生とか中学生、地元の子どもたち

も一緒に、佐鳴湖の周りに植えてあるヨシ刈りをし

ます。ヨシは、皆さんご存じかもしれませんが、燐

と窒素を栄養にして生きている植物です。そして佐

鳴湖は、燐と窒素が多いために が高いです。

なので、その を吸って大きくなってくれてい

るヨシを、枯れてまた佐鳴湖の中に朽ちて入ってし

まわないために、 月の後半から 月の上旬にみん

なでヨシ刈りをします。そして、その刈ったヨシは、

当然リサイクルとして、茶畑の敷藁として使ってい

ただいたり、近隣の方でそれを使いたいという皆さ

んにお分けしています。

ヨシを刈ると、出てくるんですね、ごみが。佐鳴

湖の周りには、大分皆さんの意識も高くなってごみ

が減ってきたんですが、まだまだ佐鳴湖の中にはご

みが多いんです。そして、水質調査。佐鳴湖の水質

って、どういうふうに悪いんだろう。 って、

どこがどういうふうになっているんだろうというこ

とを、こちらも行っております。これも流域の小・

中学校から企業の方々、皆さんで参加します。

これは、持ち寄った結果を、赤と青と黄色のシー

ルで診断結果を貼るんですね。するとこういうふう

に、どこが悪いかなという、赤いところが悪いとこ

ろなんですが、そういったものが一目瞭然で見えて

くるんですね。

私たちの佐鳴湖ネットワーク会議では、今約 団

体の小・中学校から大学、流域自治会、企業さん、

漁協とかで構成しているんですが、よく担当者の土

木事務所のスタッフの方が言うんですね。 杉山さ

ん、関心がある人に話をするのも大切だけど、関心

のない人に話しましょうよ って、よく話してくれ

るんです。そうだね って。やっぱりそうですよね。

関心のある方は、何かをやっても来てくれるんです

よ。でも無関心な人は、新聞も読まなければ、そう

いう話をしようと思っても絶対集まってきてはくれ

ません。なので、私たちは、いかに関心のない方に

佐鳴湖の現状を伝え、そして佐鳴湖のいいところを

たくさん伝えて、 ってどういうものか。そし

て佐鳴湖って今こうなんだよ、こんなにすばらしい

自然があるんだよということを伝えています。

水質調査の後にウナギの試食会もやっていただき

まして、天然ウナギです。高いです。皆さんが召し

上がるのが大体 人前 円から 円とする

と、天然ウナギは大体お店屋さんでいけば 円

とか 円ぐらいなんですが、それをこの彼は

人で幾つも食べていますが。この子はね、一生懸命

やるんですね。これも一生懸命食べてるんですが、

佐鳴湖学習でも一生懸命参加してくれて、いろんな

意見をくれます。

ジャンケンって、皆さんの中では、きっと 勝つ

ため というふうにインプットされてるんですね。

ときどきやりますと、子どもたちが、 じゃ、負け

た人 とかやりますが、ジャンケン、イコール勝つ

ことというふうに頭の中で思っているので、 きょ

うはすべてジャンケンは負ける と言われると少し

混乱します。混乱して、最初なかなかそれについて

これないですよね。やはりそれは、そういう法律も

何もないのに、決めごともないのに、ジャンケン、

イコール勝つことというのが頭にしみついていると

いうのは、やっぱりステレオタイプなんだと思うん

ですね。柔軟にいつもゃってる方は、意外とついて、

別にジャンケンに負けようと勝とうとって、できる

と思うんですが、それと同じで、小学生であっても、

親や、周りの方たちですね。保護者とか家族とか近

隣の方が、 佐鳴湖は汚い、汚い、汚い と小さい

ころから言っていると、汚いものだと思っているん

です。この子たちに 佐鳴湖ってきれいだよ って、

どんなに学習しても難しいんです。

どうしたらいいかいうと、それは佐鳴湖に連れて

くるんですね。やっぱり佐鳴湖でしなきゃいけない

んですよ。佐鳴湖で実際に簡単なパックテストをし

てみる。そして、佐鳴湖クリーン作戦というのを、

近隣の自治会さんが年に 回やっています。そこで

はもう、小・中・高生、それから自治会、いろんな

方たちが集まって、一斉に佐鳴湖の周りを掃除をし

ます。そして、そのために私たちは、佐鳴湖に皆さ

（ ） 平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号
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ん来てもらうために、佐鳴湖ネットワーク会議では、

よいと湖マップ というマップをつくりました。

佐鳴湖がどんなところか。そしてどんなふうに面白

くて、何があるのかというところを、こういったマ

ップをつくりました。私もこれに参加して、編集委

員だったんですが、こういったマップを持って、皆

さん歩いていただいたり、そして よいと湖ブック

という、これは ってどういうものか。今の佐

鳴湖はどうなのか。どういうふうにきれいにしてい

るのか。じゃ、みんなだったら何をしたら佐鳴湖が

きれいになるのか。そういったことが網羅されてい

る本です。

佐鳴湖は、実に私たち生活者の生活が映る鏡だな

というふうに思います。そして、昔からあるこの佐

鳴湖を、私たちの本当に貴重な自然として守ってい

くということが、私たちのやるべきことなのではな

いかなと思っています。そしてその中で、私は当然

この天然ウナギのウナギ漁を通して、子どもたちに

佐鳴湖のよさを伝えています。

これ、すごいんですよ。普通 匹 グラムぐら

いなんですね、皆さんが召し上がっているのが。だ

から 匹で キロなんですが、これは 匹で キ

ロという巨大ウナギです。よく子どもたちに言うん

ですね。私たちは、竹筒漁といって、孟宗竹を使っ

てやるんですが、節を取った メーター センチぐ

らいの竹にロープをつけて、そこから親綱をつけて

佐鳴湖に沈めるんですが、大きな孟宗竹でこれだけ

大きいもの、大人の腕ぐらいのがとれるんですが、

子どもたちに言うのは、 土管を沈めたら、きっと

土管に入るぐらいのウナギがとれるかもよ と言う

と、小学校の 年生とか、目をきらきらさせながら、

杉山さん、そういうことする予定はありますか

とか言うから、 あるある と。 今度一緒にやろう

ね というふうに言っていますが、私は絶対とれる

ような気がしています。

そして、大きいのと普通のと比べると、このぐら

いの違いがあるんですが、こういう大きなウナギが

たくさんとれます。養殖のウナギで大きいのはあま

りおいしくはないんですが、天然ウナギの大きいも

のは非常に価値があると言われています。

そして、その赤ちゃんですね。ウナギの赤ちゃん。

これは私がつかまえたんですが、ウナギの赤ちゃん

というのは、ご存じだと思いますが、佐鳴湖の中で

卵を産むわけではありません。ウナギが出産のため

に、ずっと新川を通って浜名湖に出て、浜名湖から

太平洋に出て、太平洋からずっとずっと南に下って

インドシナ海のほうに行って産むわけですね。まだ

まだウナギは解明されていない部分がたくさんあっ

て、神秘的な生物と言われていますが、 そこで生

まれたウナギが、クジラにも食べられずに、サメに

も食べられずに、佐鳴湖まで来るんですよ と言う

と、子どもたちが すごいね。すごい生命力だよね

って。魚は、汚いところには行きませんよね。戻っ

てこないんですよ。すめないところだったら、佐鳴

湖の魚なんて、絶対全部浜名湖に出て行ってしまっ

たりとか、ほかの川に行ってしまうんですが、ちゃ

んと戻ってくるんですね。

そんな佐鳴湖ですが、やはりごみ問題は大変なも

のがあって、私たちも漁協では、先ほどのクリーン

作戦のほかに、年 回、私たちだけで佐鳴湖の清掃

をしています。私もこのように腕まくりでやってお

りますが。

そして、この 佐鳴湖学習 というところ。ごみ

問題、ごみの絵とかも子どもたちに見せて、話しな

がら行っていくんですが、佐鳴湖の近くに佐鳴台小

学校というのがありまして、そこの小学校の生徒さ

んというのは、ほとんどが県営の集合住宅に住んで

るんですね。そうしますと、やはり引っ越してしま

うんですよ、大きくなると。保護者さんのご都合と

か、いろんな都合で引っ越してしまうんですが、先

生たちがおっしゃるには、 この子たちにふるさと

を持たせてあげたい と言います。ぜひ佐鳴湖の自

然に触れて、佐鳴湖の水質浄化にかかわって、佐鳴

湖がとてもいい湖だということを、ほかのところに

住んでも、それを話してもらったりとか、自分たち

の中の心のふるさとにしてほしいということで、そ

ういう強い思いがあって私たちは学習を進めており

ますが。

学校で学習するときには、 てんもく をつくる

ということもあって、これでエビとか小魚をとるの

をみんなでつくったりします。そして実際に学校で

授業があるとき。そして、一度学校でやって、それ

から必ず次に佐鳴湖に出て学習をするんですが、私

はどこへ行くにもウナギを持っていきます。とにか

くウナギにさわってもらう。 こんなにかわいいウ

ナギが佐鳴湖にいっぱいいるんだよ ということを、

みんなに知ってもらいたいということで、ウナギを

必ず持参します。

佐鳴湖の県の魚類調査では、このようにすごく大

きい、 センチくらいあるコイがとれたりとか、こ



れはクロダイですね。クロダイもいるんですね。こ

ないだ私はシマイサキを数匹釣りましたね。これは

ドウマンガニといいます。これは赤ちゃんのカニが

たまたまうちの網に入ったんですが、浜名湖では、

料亭に行けば 匹 万円ぐらいするドウマンガニが

佐鳴湖にも来るんですね。そして、タンポポとか虫

とか、静岡県のレッドデータブックに載っているよ

うなものも、たくさんまだまだ佐鳴湖の周りにはあ

るんですね。

私は、佐鳴湖の自然を、これからも一人で守って

いくなんていうことは思っていません。佐鳴湖に遊

びに来る皆さん。いろんな形で、ウォーキングとか

散歩、いろんな形で見える皆さん。桜の時期にはた

くさん人が集まったりとか、これは今年の朝日です。

これは夏ですね。これ、全部朝日なんです。大体

時半です。仕事柄早起きなんですが、いろんな朝日

が見られるんですね。それも子どもたちに伝えます。

夕日もすばらしいですけど、朝日もきれいだよと。

早く起きて佐鳴湖に遊びにおいでよと、そういう話

をします。

やはり正しい知識というのは、ないよりもあった

ほうが絶対いいと思いますし、体験というのは耳で

聞くよりも絶対に力になります。子どもたちは、自

分の目で見た佐鳴湖を、自分の口で今度は保護者さ

ん、周りの方たちに話してくれると思います。

私の父が、今から 年ぐらい前に何かで読んだら

しいんですけど、グランドキャニオンって、今国立

公園ですよね。文化財ですよね、今ね。でも、グラ

ンドキャニオンは、 年前はごみ捨て場だったらし

いんです。もっと昔は、本当に廃棄物だらけの場所

だったのを、そのときに、どんなに大きな立て看板

をしてもだめで、もうしょうがないからといって、

地元の方たちは、幼稚園の子たちから教育しようと

いって環境学習をやったら、そこからまさに 年後

にごみはなくなったと。そういうふうに書かれてい

たということを、私に教えてくれました。私がそれ

を知ったのは 年ぐらい前の話なんですが、やはり

大人も聞いてくれますが、早いのは子どもです。こ

こにもし教育委員会関係の方がいらしたらお願いし

たいんですが、ぜひ 年に 回は環境学習をやって

ください。それは地球温暖化にかかわることも当然

ですが、皆さんの住んでいる地域の自然を守ること

についてたけている方を、ぜひ講師に迎えて行って

いただきたいと思います。

佐鳴湖は夕焼けもとってもきれいなんですが、こ

れは私が写した昨年の秋の夕焼けです。ここに飛ん

でるのが、よく 鳥？ って言われますが、あれ

は なんですね。 の話をするとまた 時間

ぐらいかかっちゃうので、きょうは話しませんが。

この景色は、世界で私しか撮れない景色なんです

ね。なぜかというと、私の部屋から見える佐鳴湖な

ので。私は、この佐鳴湖の景色を毎日見ながら暮ら

しておりますが、これからも絶対にこの佐鳴湖を悲

しませることなく、いにしえの先人が守った佐鳴湖

を未来の子どもたちにつなげてまいりたいと思いま

す。

ご清聴ありがとうございました。
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大 会 決 議

静岡県河川協会理事
南伊豆町長

鈴 木 史鶴哉

決 議 （案）

産を守り、活力ある社会と安全で安心な国民生活を実現治水事業は、国土を保全し、水害から国民の生命と財
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催し、その総意に基づき、国会並びに政府に対し、次の
事項が実現されるよう強く要望する。

記

一 頻発する災害から国民の生命・財産を守り、安全で
安心な社会を実現するため、治水事業費の増額を図り、
堤防やダム等の根幹的施設の整備を計画的に推進する
こと。

一 甚大な被害を受けた河川について、再度災害防止の
ための治水対策に万全を期すこと。

一 気候変動に伴う海面の上昇や台風の巨大化及び大規
模地震に備え、ゼロメートル地帯における河川堤防の
高潮・耐震対策を着実に推進すること。

一 毎年激化する洪水に備え、流域一体となった治水対
策を積極的に進めるとともに、堤防等河川管理施設の
的確な維持管理水準を確保すること。

一 犠牲者ゼロ を目指すため、治水事業の推進とあ
わせて、地区町村が迅速かつ的確な水防活動や事前準
備を実施できるよう、洪水ハザードマップの整備や避
難体制構築のための情報提供などソフト対策の充実を
図ること。

一 河川を巡る多様なニーズに応えるため、河川全体の
自然の営みを視野に入れた 多自然川づくり を推進
すること。

一 人々が親しみ訪れ、活力ある地域に再生させるため、
河川のもつ多様な機能を活用して、河川整備と地域づ
くりを一体的に推進すること。

以上、決議する。
平成 年 月 日

中部地方治水大会

するとともに、我々の生活に うるおい と やすらぎ
をもたらす、私たちの生活基盤の中でも最も優先的に整
備すべき根幹的な事業である。
中部地方は、我が国のほぼ中央に位置し、日本一のゼ
ロメートル地帯のある濃尾平野を貫流する大河、三千
メートル級の山岳から流下する急流大河、上流域に日本
有数の降雨量が多い地域を抱える重要河川及び流域開発
の著しい都市河川などを擁している。
しかしながら、本地方の治水施設の整備状況は、依然
として低い状況にあり、古くは昭和 年の狩野川台風水
害、昭和 年の伊勢湾台風水害、平成 年の東海豪雨水
害など、毎年のように甚大な浸水被害や土砂災害が発生
し、多くの生命と財産が失われている。特に、気候面で
は、地球温暖化の影響が目に見える形で現れ始め、昨年
は、ゲリラ豪雨等により、愛知県岡崎市をはじめ、岐阜
県西部、三重県北部などで多数の浸水被害を受けたこと
は記憶に新しい。
また、本地方では、東海地震、東南海地震などの巨大
地震の発生が確実視されており、これによる津波被害等
が危惧されている。今年 月 日に発生した、駿河湾を
震源とする地震では、静岡県内で震度 弱を記録し、死
者 名、約 千戸にも及ぶ住宅被害が発生するなど、地
震の恐ろしさを改めて認識したところである。
本来、治水事業は自然災害から国民の生命と財産を守
るため予防的対策として計画的に実施すべきものである
が、近年の治水関係事業費の大幅な削減を背景に、被災
箇所の再度災害防止という後追い対策に追われているの
が現実である。
さらに近年は、川は、緑豊かで多種多様な生態系を育
む自然環境と潤いある生活環境の場としての期待が高
まっており、失われた自然の再生、まちづくりとの連携、
環境学習の場としての活用が求められている。
以上を踏まえ、ここに、我々は中部地方治水大会を開

ただいまご紹介いただきました、三重県の流域整

備分野総括の花谷でございます。次期開催県という

ことで、一言ご挨拶申し上げさせていただきます。

現在三重県では、伊勢神宮が平成 年に 年に

回のご遷宮ということで、着々と準備をしておりま

す。その中でも、宇治橋という、内宮を渡る橋がご

ざいますが、これを今かけかえ中でございまして、

この 月 日に渡り初めを行うということで、来年

度は真新しい橋でもって皆さんをお迎えできるかな

と思っております。

そういった意味で、ぜひたくさんのご参加をお願

い申し上げまして、簡単ではございますけれども、

次期開催県のご挨拶とさせていただきたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。

次期開催県挨拶

三重県県土整備部
流域整備分野総括室長

花 谷 郁 生
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東北地方治水大会次第
（敬称略）

開 会
主催者あいさつ 福島県知事 佐藤雄平
第 部 記念講演

ふるさと福島の健全な水環境創り─ 猪苗代湖、再び水質日本一を目指して ─
日本大学 名誉教授 中村玄正

第 部 治水大会
開会あいさつ 福島県治水協会会長 福島県議会議長 佐藤憲保
主催者あいさつ 全国治水期成同盟会連合会会長 陣内孝雄
来 賓 祝 辞 国会議員 吉野正芳

福島県議会土木委員長 杉山純一
来 賓 紹 介
座 長 推 挙 座長 福島県治水協会会長 佐藤憲保
治水事業概要説明 東北地方治水大会事務局 福島県河川整備課長 長谷川 潔
意 見 発 表
（右支夏井川改修事業関連） 小野町長 宍戸良三
（湯本川床上事業関連） じょうばん街工房 会長 寺主君男
大 会 決 議 福島県治水協会副会長 三春町長 鈴木義孝
次期開催県の決定及びあいさつ

山形県土木部 河川砂防課長 斎藤 隆
閉会あいさつ 福島県治水協会副会長 福島県土木部長 秋元正國

閉 会

平成 年度 東北地方治水大会

と き 平成 年 月 日（金）
ところ ホテル福島グリーンパレス

福島県土木部提供
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演 題 ふるさと福島の健全な水環境創り ─猪苗

代湖、再び水質日本一を目指して─
講 師 日本大学名誉教授 中村玄正

略 歴

昭和 年生まれ、山梨県甲府市のご出身で、昭和

年、東北大学工学部土木工学科を卒業されました。

昭和 年、同大学大学院博士課程修了の後、同年日

本大学工学部に着任されました。昭和 年に教授と

なられ、平成 年に名誉教授につかれております。

専門は衛生工学、阿武隈川や猪苗代湖、三春ダム

の水質汚濁防止や自然浄化作用の研究をされてい

らっしゃいます。特に、猪苗代湖の水質汚濁の要因

とその解決については長きにわたり研究を積まれて

おり、水質日本一の復活に向け、ボランティア活動

などにも積極的に取り組んでいらっしゃいます。

（お断り）

講演の内容につきましては、誠に勝手ながら掲載

を割愛させていただきました。

第 部 記念講演

福島県知事

佐 藤 雄 平

域の魅力・活力の創出に資する治水対策について

しっかりと取り組んでいかなければならないものと

考えております。

ご列席の皆さんには、今後とも地域の安全・安心

のため、引き続き治水事業に対し緊密な連携とご協

力を心からお願い申し上げるところでございます。

結びに、本大会を契機とした治水事業の一層の進

展と東北地方のさらなる発展が図られますよう祈念

いたしますとともに、ご列席の皆さんのご健勝とご

活躍を心からお祈り申し上げましてあいさつといた

します。まことに本日はありがとうございます。

第 回東北地方治水大会の開催に当たり、ごあい

さつを申し上げます。

本日は、ご来賓を初め、治水事業に携わっておら

れる多くの皆さんにご出席をいただき、厚く御礼を

申し上げます。県民を代表して皆さんを心から歓迎

いたします。また、日ごろから東北地方の治水事業

の推進に格別のご支援とご協力を賜っておりますこ

とに深く感謝を申し上げます。また、さきの台風

号により大きな被害を受けられた被災者の皆さんに

は、心からお見舞いを申し上げます。

古来より水を治めるものは国を治めるとの故事が

あります。治水事業は、豪雨、洪水などの自然災害

から県民の生命、財産を守るため、極めて重要な役

割を果たしております。私たちが安全で安心できる

生活環境を確保する上で、欠くことのできないもの

でもあります。

本県では過去多くの災害が発生し、治水対策が地

元の悲願でもありました。いわき市の湯本川と二本

松市の六角川の カ所で昨年ようやく河川改修事業

が完了いたしました。このように、県民の安全・安

心を第一に治水事業を進めるとともに、だれもが親

しみやすい水辺の環境づくりにも鋭意取り組んでい

るところでございます。

しかしながら、近年の地球温暖化の影響により、

いわゆるゲリラ豪雨に伴う水害が発生し、住民への

避難情報等の情報伝達など、ソフト面も含めた総合

的な治水対策が求められております。さらには、自

然環境への配慮、レジャーや観光資源としての活用

など、河川に対する国民の関心やニーズは多岐にわ

たっており、治水事業にも新たな方策が求められて

おります。

地方を取り巻く経済社会情勢には大変厳しいもの

がございますが、県民の安全・安心の確保はもちろ

んのこと、地域の振興や自然環境との共生など、地

主催者あいさつ
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ただいまご紹介をいただきました福島県治水協会

会長の佐藤でございます。きょうは大変お忙しい中、

東北各地からこの福島県にお越しをいただきました

こと、そして、大会を盛大に開催できますこと、ま

ずご出席の皆さんに改めて御礼を申し上げます。

第 回東北地方治水大会の開催に当たり、開会の

ごあいさつを申し上げます。

本日はお忙しい中、ご来賓の皆様を初め、多数の

治水事業関係の方々にご臨席を賜り、ここ福島にお

いてこのように盛大に開催できますことを、主催者

の一人として心から厚く御礼を申し上げます。

東北地方においては、今年秋田県を中心とした豪

雨により大きな被害が発生しております。また、本

県においても今月に入りまして台風による被害が発

生しておりますが、東北地方における社会資本の整

備についてはいまだ十分とは言えない状況にありま

す。

このようなことから、地域の方々の生命、財産を

守り、人々が安全で安心して生活を送ることができ

るよう、なお一層の治水事業の進展が必要と考えて

おります。本大会は治水事業に深くかかわる皆様方

が一堂に会し、参加者の総意で大会要望を決議し、

事業の促進を図ることが目的でございますが、計画

的かつ確実な事業の推進が図られることを強く期待

するものであります。

本大会を契機として東北地方の治水事業のさらな

る推進と皆様方の一層のご尽力をお願い申し上げ、

開会のごあいさつとさせていただきます。本日はま

ことにありがとうございます。

本日、ここ福島市におきまして東北地方治水大会

を開催いたしましたところ、治水事業に関係のご造

詣の深い皆様方、そして日ごろその推進にご尽力い

ただいている皆様方にこのように多数ご参集いただ

いて本大会を盛大に開催できますことは、主催者の

一人としてまことに喜ばしく、皆様方の深いご理解

とご熱意に対しまして心より敬意と感謝を申し上げ

る次第でございます。

また、公務まことにご多忙の中にもかかわりませ

ず、衆議院議員の吉野先生初め、県会議員の先生方、

市長様方、多数ご臨席賜り、まことにありがとうご

ざいます。日ごろご指導、ご鞭撻いただいておりま

すけれども、引き続きよろしくお願い申し上げます。

本大会を開催するに当たっては格別のご高配を賜

りました福島県知事様を初め、関係の皆様方に厚く

御礼を申し上げる次第でございます。

東北地方は本州の北部に位置し、南北に連なる奥

羽山脈によって分断され、起伏に富んだ地形であり

ます。北上川、阿武隈川、雄物川、最上川、阿賀川

などの河川が流れ、急峻な地形や中小河川が多く、

毎年各地で水害や土石流などによる自然災害が多発

している地域でございます。

一方、当地方では渇水に対する備えは着実に向上

しているとはいえ、都市化に伴う慢性的な水不足の

状態にもあります。皆様への地域の期待は極めて大

きいものがあろうと思っております。

申し上げるまでもなく、治水事業は国民の生命、

財産を守り、国民生活の安全と安心、国民経済の発

展のために重要な国政の根幹的な事業でありますの

で、国家百年の大計に立って着実に推進されなけれ

ばいけないと考えます。

ところで、最近の災害発生状況を見ますと、今年

も 月の 日から 日にかけまして、さらに 日か

ら 日にかけまして、我が国の広い範囲で梅雨前線

開会あいさつ

福島県治水協会会長

佐 藤 憲 保

第 部 治水大会

全国治水期成同盟会
連合会会長

陣 内 孝 雄

主催者あいさつ
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活動が活発化したために、福岡県、大分県、山口県

などでは死者 名、負傷者 名、家屋の全半壊や一

部損壊等を含めますと 戸、床上、床下の浸水約

万 戸といった甚大な被害が発生しました。

さらに、 月の 日には台風 号が襲来いたしま

して、紀伊半島の南海上を北上して、中国、四国、

東北地方に大雨を降らせ、床上浸水約 戸、床

下浸水 戸余りが浸水したところでございます。

さらに、 月 日から 日にかけましても台風

号が知多半島に上陸後、中部、それからこちら東北

地方まで北上して、広範囲にわたって多大な災害を

もたらしたところでございます。

さらに、当地方ではことしは 月の台風 号によ

る大雨があり、相馬市などで浸水被害が発生して、

死者 名、負傷者 名、また、 月の豪雨では秋田

県を中心に被害が発生して、負傷者 名、家屋の一

部損壊 棟等の被害が発生しております。

これらの災害で亡くなられた皆様のご冥福を心か

らお祈り申し上げたいと思いますし、被災された地

域の皆様方の復興を心からお祈り申し上げる次第で

ございます。

ところで、近年は地球規模の気候変動によりまし

て異常気象が発生し、これまで経験したことのない

激しいゲリラ豪雨や、他方厳しい小雨というものが

起こって、災害激化の一因ともなっております。そ

の傾向というのはこれからますます強まっていくだ

ろうと言われております。小雨による渇水も毎年全

国のどこかで起こっておりまして、ことしは 月か

ら 月にかけまして特に四国・中国地方で取水制限

が長く行われたという状況でございます。引き続い

ての水資源開発施設の整備というものが推進されな

ければならないと考えるところでございます。

このように憂慮すべき厳しい諸状況下にあるにも

かかわりませず、肝心な治水投資ということになり

ますとこのところずっと低迷しておりまして、平成

年度の予算は 年前に比べると約半分ぐらいまで

に減少してしまっております。しかも、近年災害が

頻発しておるということで、その災害復旧に関連し

まして激甚災害特別緊急事業、いわゆる激特、こう

いうものへの治水投資が優先されるという結果、本

来計画的に進めるべき治水事業というものが進みに

くくなっているという現状にございます。

さらにまた、ここへ来まして、突然のことでござ

いますが、ダムによる治水・利水対策の推進にス

トップがかかっておるということで、雨の特性とか

川の特性、あるいは土地利用から見てダムによる洪

水調整あるいは水利用というものが大事だと言われ

ている河川についての治水・利水対策が遅れを来す

のではないかという懸念もございます。

その一方では、高齢化や人口の減少、都市の地下

利用、こういった災害リスクが毎年確実に増大して

おります。したがいまして、治水事業のさらなる停

滞ということは絶対に避けなければならないという

ふうに思いますし、事業の早期完成に向けて一刻の

猶予もないという状況にあろうかと思います。

全国治水期成同盟会といたしましては、治水施設

の整備についての現場の皆様方の声を集約いたしま

して、国民の皆様の切実な要請にしっかりとこたえ

ていくため、治水事業を計画的に、かつ着実に推進

できるよう活動を強化してまいりたいと思います。

ご参集の皆様方の力強いご支援、お取り組みを心

からお願い申し上げまして、最後になりました皆様

のご健勝、ご多幸を祈念申し上げてあいさつといた

します。どうぞよろしくお願い申し上げます。

皆さん、こんにちは。ご紹介を賜りました衆議院

議員の吉野正芳と申します。

きょうは全国の会長であります陣内孝雄先生がご

来県をいただいて、そして東北地方の治水大会がこ

のように盛会のうちに開催されましたこと、まこと

におめでとうございます。

私は前まで環境副大臣をしておりました。環境省

の一番の仕事は温暖化をどうやって防いでいくか。

温暖化といっても、一つは省エネルギーで炭酸ガス

を出さないような、こんな施策をつくっていこう、

もう一つは出てしまった炭酸ガスを森林によって吸

収していこう、この二つが大きく論じられておりま

すけれども、もっともっとあるんです。

衆議院議員

吉 野 正 芳

来 賓 祝 辞
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それは適応という問題です。もう温暖化はここ避

けることができません。人類が滅亡してしまうとこ

ろまでいくまでには、そこに至らないためにいろい

ろ吸収面とか省エネをやっておりますけれども、あ

る程度は進んでしまいます。そこの進んだ温暖化に

対してどう私たちの生活を適応させていくか、ここ

のところも大きな問題であります。今もう皆さん肌

で感じているように、私たちが子供のころは四季が

あったモンスーンの気候が日本の気候だったんで

す。ところが、今モンスーンではなくて、亜熱帯の

気象、気候に変わりつつあると思います。

そういう意味で、亜熱帯の気候、大雨が降る、エ

ネルギーの大きな台風が来る、これに対応していく

治水事業がこれから必要になるわけであります。適

応という問題から考えても、これから 年に一遍

の川に対応できるような、そんな堤防、ダムも必要

になってくるわけであります。私はこうこのことを

心配しておるんですけれども、今度の政権はコンク

リートから人へというのがキャッチフレーズであり

まして、本当に心配をしているところです。人が大

事ならば、本当に人の命が大事ならば、この適応を

きちんと考えて、新しい基準に基づいた治水事業、

堤防づくりを私はせねばならないのではないのかな

と思うわけであります。

そういう意味で、これから健全な野党として国会

論戦をきちんとやってまいりたいと思いますので、

皆様方のご支援よろしくお願い申し上げ、お祝いの

言葉にかえたいと思います。本当にきょうはご苦労

さまでございます。

東北各地から多数の皆様のご来県を心から歓迎をい

たします。日ごろから地域の方々の生命、財産を守

り、安全で安心できる生活の確保に努められている

ことについて、治水事業に携わる皆様方に対し敬意

を表する次第であります。

私たちが暮らす東北地方では、ことしに入り秋田

県の豪雨や、県内においても今月に入り台風による

家屋浸水が発生するなどの被害がありました。私ど

も被災地の現実を見るたび、改めて治水施設の重要

性や必要性を痛感しており、今後とも総合的な治水

対策を進めていかなければならないと考えておりま

す。

また、近年は自然環境に対する関心が高まってお

り、河川整備においても地域住民の安全を確保する

ことはもちろん、潤いとやすらぎのある水辺空間の

創出や多様な生物の生息・生育環境への配慮が求め

られております。今後とも河川事業に携わる皆様に

おかれましては、地域住民の安全で潤いと安らぎの

ある豊かな生活のため、治水事業の推進にさらなる

ご尽力を賜りますようお願いを申し上げます。

終わりに、本大会の今後ますますのご発展と本日

お集まりの皆様のご健勝、ご活躍をご祈念申し上げ、

祝辞とさせていただきます。おめでとうございまし

た。

福島県議会
土木委員長

杉 山 純 一

皆さん、こんにちは、福島県議会土木常任委員長

を努めております杉山純一でございます。

本日は、治水事業関係者の皆様が多数ご出席のも

と、第 回東北地方治水大会がこのように盛大に開

催されるに当たり、お祝いを申し上げますとともに、

来 賓 紹 介
─順不同・敬称略─

衆議院議員

吉 野 正 芳 吉 泉 秀 男

衆議院議員（代理）

吉 田 泉 太 田 和 美

石 原 洋三郎 山 口 和 之

参議院議員（代理）

増 子 輝 彦 岩 城 光 英

森 まさこ 金 子 恵 美

荒 井 広 幸
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今ほどご紹介いただきました河川整備課長の長谷

川でございます。

第 回東北地方治水大会に先立ちまして、治水事

業の概要を説明させていただきます。

まずは、近年の気象状況でございます。

全国の気象状況でございますけれども、最近 年、

平成 年から 年と、 年前、昭和 年から 年前

を比較しますと、時間 ミリの大雨が大体 倍、

それから時間 ミリの大雨は 倍、それから、時

間 ミリを超える大変な大雨が 倍に増加してい

ます。

この傾向は東北地方でも同様でございまして、平

成 年以前と 年以降ではやはりこのグラフを見て

いただきましても増えているということがわかるか

と思います。

これは昨年度福島県で記録しました 時間の降水

量を多い順から並べたものでございます。その観測

地点で記録を更新したものが四つございます。過去

の歴代のものから並べますと、これ三つ並んでござ

いますけれども、去年の 番目が 位と、それから

番目が 位というように、大変多い降水量が降っ

たということがわかるかと思います。

これが長期的な実績に見る小雨と多雨の変動幅の

増加ということでございまして、この降雨量、 年

平均と出しておりますけれども、それをおおむねこ

ういう形で多い年と少ない年がはっきり差が出てき

ているという傾向がわかるかと思います。

さらには、陣内会長のあいさつにもございました

とおり、地球温暖化の影響等が今後予想されるとい

うことでございます。 の予測によりますと、

座 長 推 挙

福島県治水協会会長

佐 藤 憲 保

祝電ありがとうございました
─順不同・敬称略─

衆議院議員

渡 部 恒 三 太 田 和 美

橋 本 清 仁 大 島 理 森

秋 葉 賢 也 井 上 義 久

田名部 匡 代 古 田 泉

山 口 和 之 金 田 勝 年

川 口 博

参議院議員

森 雅 子 金 子 恵 美

増 子 輝 彦 岩 城 光 英

荒 井 広 幸 桜 井 充

下 田 敦 子 今 野 東

渡 辺 孝 男 市 川 一 朗

松 浦 大 悟 下 田 敦 子

桜 井 充

福島県議会議員 安 瀬 全 孝

山形県議会議長 佐 貝 全 健

治水事業概要説明
福島県土木部河川整備課長

長谷川 潔



年におきましては 度、それから 度の間で

温暖化が進むというふうに推計されております。

これが福島県内の気温の変化でございます。統計

的に処理しますと 年で 度もう既に上がってい

るというような傾向がございます。

このことによりまして、今後 年間に降水量が

ミリ以上となる豪雨日数、これは大体年平均

回程度だったものが、今後は最大年 回程度になる

というふうに予想されてございます。

しかも、やはりこの降水量の変動幅でございます

けれども、 年ではこのぐらいの幅だったものが

年になるとこういう幅になってくるということ

で、変動幅が増大していくということでございます。

さらには、このデータには出ておりませんが、無

降雨日、つまり雨が降らない日も増加する傾向が見

られるということで、渇水の可能性が増大している

というような現状でございます。

それと、温暖化に伴いまして海面の膨張等の影響

によりまして海面の上昇が予想されるということで

ございまして、大体 年で センチから センチ

の上昇が予想されているということでございます。

これが近年の東北地域管内における河口水位の上

昇傾向でございまして、いずれの地点でもやはり上

昇が見られるということで、多いところでは昭和

年代から センチも上がっているという、既にそう

いう傾向が出ているということでございます。

このことに伴いまして、石巻市ではこのような被

害が平成 年、 年と出ているというようなことで

ございます。

海面上昇が起きますと砂浜の後退、消失という問

題が出てまいります。上がったことによって砂浜が

削られたりということであります。推計によります

と、 メートル海面が上昇すると砂浜が メート

ル後退して、全国の砂浜の ％が浸食されるのでは

ないかと言われております。

それと、渇水の問題でございますけれども、特に

積雪深が大幅に減少するだろうと言われてございま

す。このような形の積雪深だったものがこのぐらい

の積雪深になっていく。 分の ぐらいになってい

くということです。これは水の量の問題もございま

すけれども、さらに積雪深が少なくなるということ

と、それから、温暖化の影響によりまして河川流量

の出方が変わってくるということでございます。こ

れまではちょうど米づくりのためといいますか、一

番必要な代かき期にその雪解けの水が出てくるとい

うような状況で我が国の米づくりを支えてきたとい

うことでございますけれども、温暖化の影響により

ましてピークがこのように前倒しになって、ちょう

ど代かき期の時期に水が足りなくなるということも

考えられるということでございます。

まとめまして、温暖化の水分野にもたらす脅威と

して考えられることは、やはり海面の上昇、それか

ら台風の強度の増加、降水量の変化、それから豪雨

や渇水の発生頻度の増加、融雪の早期化と流量の減

少などによりまして、高潮及び海岸の侵食、それか

ら洪水の増大、土砂災害の激化、それから渇水危険

性の増大が予想されるということでございます。

このことによりまして、地球温暖化によりまして

東北地方の雨はこれまでの 倍になるだろうと言

われてございますけれども、特に都道府県ではまだ

そこまでいきませんけれども、いわゆる治水安全度、

今国では 年に 回とか 年に 回というものを

目標にやっておるわけでございますけれども、雨が

多くなることによりましてその安全度、つまり対象

とする雨が大きくなりますので、安全度が 分の

ぐらいに減っていくということで、危険性が増して

いくということも予想されてございます。

それと、今までは地球温暖化の影響ということで

ございましたけれども、それと同時に今後想定され

る大規模地震の問題もございます。これが大規模地

震のそれぞれの確率ということになってございます

けれども、東北地方でいきますと三陸沖北部、宮城

県沖、それから三陸沖南部海溝寄りという三つの地

震、さらには福島県に多少影響が出てくるかもしれ

ませんけれども茨城県沖地震、ここら辺が軒並み

％から ％の確率で起きてくるだろうという予測

になってございます。

さらにこれまでの災害の状況について説明させて

いただきます。

東北地方の過去 年間の主な豪雨災害及び地震災

害でございます。これを見ていただきますと、毎年

のように東北はどこかで洪水なり地震の被害が起き

ているというような状況がわかるかと思います。

これは平成 年 月 日に起きました岩手・宮城

内陸地震のときの写真でございます。このような形

で土砂崩れが起きまして磐井川がせきとめられた

と、ここが磐井川になりますけれども、それがせき

とめられたと。また、国道橋が落ちたというような

ことでございます。

同じく一関市の野々原地内におきましては、やは
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り土砂崩れによって川が完全に埋まってしまったと

いうことで、何カ所かいわゆる天然ダムと言われる

ものができたというような状況でございます。

また、今年度秋田県におきまして最大で ミリ

を超えるような雨が降ってございます。それにより

まして、このような形で浸水被害や河岸の決壊等出

ているということでございます。

これは我が県の平成 年 月 日、若松でのこと

でございます。これ実は 分間、 時間も満たない

分間に ミリという集中豪雨が発生しておりま

す。そのために若松市内の各所でこのような形で浸

水被害が出ているということで、 戸が浸水被害に

遭っているということでございます。このような集

中豪雨の傾向がますます強まっているということで

ございます。

これは福島県として大変記憶がまだ新しい昭和

年の台風 号のときの福島市の浸水被害状況です。

（以降、浸水被害箇所説明。阿武隈川、濁川、大森

川周辺）

これは平成 年の前線の停滞によりまして起きた

災害でございまして、太陽の国のからまつ荘におい

て犠牲者が出たということでございます。

これは平成 年でございます。やはり濁川でこの

ような形で浸水被害が出たということで、我が県に

おいてもたびたび大きな被害を受けているというこ

とでございます。

一方、東北地方の補助事業費の推移でございます。

平成 年から 年のものでございますけれども、河

川、ダム、砂防、海岸、それがおおむね 億円

ほどの予算があったものが現在 億円ということ

で、半分以下と補助事業においては減っているとい

うような状況でございます。

それでは、どのような今治水対策をやっているか

ということでございます。これは福島県の現状でご

ざいますけれども、総延長 メートルの河川

延長のうち、 メートルの改修が必要な延長

となっております。そのうち何らかの改修が終わっ

ているのが メートルということで、改修率

が平成 年 月現在で ％となっています。

さらに、先ほどからご説明している時間 ミリ程

度の対応状況といいますと ％ということで、ま

だまだ低いということでございます。

いわき市の湯本川の事業でございますが、湯本川

はこのような形で流れておりまして、大変断面が狭

小だったということで、たびたび浸水被害を受けた

ということでございます。そのために石炭・化石館

というものがここにございますけれども、そこの上

流側の土地に遊水池、調節池をつくりまして、さら

には河積断面の確保を図ってございます。そのこと

によりまして、床上浸水が平成 年では 戸の床

上浸水を受けたわけですけれども、事業完了によっ

てこれがゼロになるという効果が期待されておるわ

けでございます。

これは同じく我が県の二本松市の駅前の六角川で

ございます。これが昔の河積でございまして、ここ

にもたびたび浸水被害を受けたということで、河積

拡大を図っております。さらには、まちづくりと一

体となった整備ということで、いろいろな委員会や

地元の方々の意見を聞きながら整備を進めたという

ことでございまして、そのことにおきまして昭和

年床下 戸、床上 戸ありましたけれども、これが

解消されたということでございます。

それで、具体的な治水事業の効果を検証、ちょっ

と古いデータになりますけれども、行ってございま

す。これは旧大信と矢吹町にまたがるところの隈戸

川でございます。この青いところが平成 年の災害

で被災を受けたということで、河川災害復旧助成事

業という事業を入れまして キロ改修をさせてい

ただいております。これが平成 年だったかと思い

ますけれども、完成しておりまして、平成 年にや

はり台風 号による被害が各地で起きたわけでござ

いますけれども、そのときの検証を行った結果、改

修を行わないときには浸水面積が ヘクタール、

それから 戸の浸水被害があったと。これが実際に

はゼロだったということでございます。

これは同じく我が県の釈迦堂川と江花川が合流す

る地点、さらに下に行きまして阿武隈川に合流して

おりますけれども、ここで平成 年、やはりこのよ

うな大きな被害が起きていたということでございま

して、河川災害復旧等関連緊急事業というものを入

れまして キロを改修したということでございま

す。これは カ年でやったはずでございます。その

結果、改修をしなかった場合浸水面積として ヘ

クタール、 戸の被害が出たものが、実際にはゼ

ロというようなことで、やはり改修の効果があった

のかなということが検証されたという事例でござい

ます。

そのほかに東北各県で治水対策をやってございま

すので、その幾つかをご紹介させていただきたいと

思います。



まずは青森県でございます。これは土橋川でござ

います。土橋川につきましては八戸の市街地を流れ

る川でございまして、本来管理者が市という形にな

ってございました。それを平成 年に浸水被害が多

いと、想定浸水被害区域がこれになりますけれども、

大きいということで、一級河川の指定をしまして県

が事業を開始したということでございます。事業と

しましては土橋川放水路ということで河川トンネル

をこちらにバイパスをして、市街地の浸水被害を防

いでいるというような事業でございます。

これは直轄事業でございますけれども、岩手県で

行われている事業です。北上川の石鳥谷地区という

ところでの地区でございます。こういうふうに大変

浸水被害がたびたび起きているということで、築堤

工事を キロ程度実施しているということでござい

ます。

これは秋田県でございます。秋田県の新庄川でご

ざいます。平成 年に浸水被害を受けたということ

でございます。大変河川が曲がりくねって狭小だっ

たということで浸水被害を受けたということで、こ

こに集落がございますけれども、ここが孤立してし

まったというような状態であったということでござ

います。そのために河川の捷水路をここに抜いて治

水対策を図っていると。平成 年度を目標にやって

いるという事業でございます。

これは宮城県、川内沢川でございます。ここが名

取市の仙台空港になっておりまして、平成 年には

このような形で仙台空港も浸水被害を受けてしまう

というような状況でございました。それで、大変狭

小な断面ということで、このような形で流れてここ

で合流してこちらに抜けているものを空港の上流側

で捷水路をつくって、平成 年までの完成を目指し

てやっているという事業でございます。

これは山形県の事業でございます。大旦川、それ

から大沢川、それから蝉田川をやっている事業でご

ざいます。ここは村山市の市役所等ある市街地の部

分になっておりまして、たびたび浸水被害を受けて

いるということでございまして、大旦川がこちらで

現況がここで、市街地を避けるような形で捷水路を

設けると、それから大沢川と蝉田川の拡幅等をやっ

て断面を広げているということと、ここに調節池を

設けているということでございますけれども、この

事業につきましては高速東北中央自動車道の事業や

内水対策事業等と連携しながらやっているというこ

とと、地域住民の方々と勉強会などを開きながら事

業を進めているということでございます。

次に、水資源開発でございます。

これは福島県の楢葉町に平成 年に完成しました

木戸ダムでございます。木戸ダムは 分の の確率

の降雨に対応するということでございまして、家屋

として 戸の浸水被害の解消を図るということと、

上水道、それから工業用水と合わせて 万トンの水

量の開発を目的にやったものでございます。

これが岩手県さんで平成 年度に完成しました鷹

生ダムでございます。このダムにつきましては、目

的の一つとしまして日最大 トンの取水量を可

能にしようということで事業を実施したものでござ

いまして、これが完成したことによりまして、この

新聞記事がございますけれども、もともとやはり水

産加工業を中心に企業誘致を図りたいということで

水量の確保を図っていったわけですが、早速平成

年度には企業進出があって 名の地元雇用が見込

まれるということで、大変地元の雇用対策といいま

すか、そういうものにも寄与しているダムでござい

ます。

今までちょっと河川のハードの部分で説明させて

いただいておりますけれども、やはりこれから地球

温暖化等を考えるとますますソフトの対策というも

のが重要になってくるかと考えております。やはり

ハザードマップであったり、情報や防災訓練、そう

いうものが重要になってくるかということでござい

ます。

これは福島県の三春町のハザードマップでござい

ます。ハザードマップにつきましては、皆さんご存

じのとおり、河川管理者である国や都道府県が浸水

想定区域及び浸水深を出しまして、それを市町村さ

んに提供して、市町村さんの方でそこに避難所や避

難路、それから情報の伝達方法等をつけ加えたマッ

プとして各戸に提供しているというものでございま

して、大変災害時の避難に役立つものとなってござ

います。

さらに、県の方におきましては、やはり、先ほど

のものはどこに逃げたらいいかということでござい

ますが、どのタイミングで逃げるかという情報も大

変重要だというふうに考えております。そのために

避難判断水位というものの設定を進めているところ

でございます。避難判断水位といいますと、計画洪

水、ここまで上がるとやはり洪水の危険が起きると

いうことでございまして、ここに達する前、避難の

時間を考慮しまして、この水位に達したときには逃
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げ始めた方がいいというような水位を設定して、そ

のことの情報を市町村さん等に提供しているという

ことでございます。

さらには、気象台と協力しまして、今後の雨量予

測を入れた上で先ほどの避難判断水位をはんらん注

意報とか警報という形で市町村さんに提供させてい

ただいているということでございます。

それと、今後大切になってくるのは、やはり地域

資源を生かした整備というものが大変重要かと考え

ております。これは先ほど中村先生のお話にありま

した猪苗代湖で行いました治水事業でございます。

猪苗代湖は平成 年に湖岸や下流の日橋川で大変大

きな被害が出ているということでございまして、一

級河川の指定管理区間ということで県の管理する河

川区域にはなってございましたけれども、利水者が

水利権を持っているということでなかなか水位調節

を河川管理者ができなかったということでございま

すけれども、利水者さんの協力を得まして洪水期

万トンの容量を確保して洪水調節が行えるよ

うになったということで、この十六橋水門を改築し

たという事業でございます。

これは大正 年に今の形になったということで、

ゲート的にも大変珍しい形の、現在稼働している

ゲートとしても大変珍しい形でありますし、安積疎

水という事業の大変シンボル的な記念的な施設とい

うことでございまして、景観をそのまま残したいと、

何とか残したいということで取り組みまして、現在

の構造令に合わない部分はございましたけれども、

いろいろな検討をして大臣特認ということで国の承

認を得て、形状を維持しながら補強改修を行ったと

いう事業でございます。

これは現在進めている三春町で行っている事業で

ございます。桜川、大変三春町の中心市街地を流れ

る川でございまして、ここもたびたび集中豪雨に遭

っているということでございまして、 戸の想定

浸水戸数をゼロにしたいということで現在取り組ん

でいるものでございます。

ここは大変歴史的にもいろいろな施設がございま

す。また、町さんの方で大変まちづくりに力を入れ

ているということでございまして、現在河川事業も

そういうまちづくりと一体となった事業を進めたい

ということで、景観検討委員会を開いたりワークシ

ョップを開いたりして、いろいろな意見を取り入れ

ながら整備を今計画しているところでございます。

以上、まとめまして今後の課題と対応でございま

す。

大きく言いまして東北地方としましては、やはり

温暖化とか大規模災害の発生が今後予想されるとい

うことでございまして、やはり重点的な施設の整備

というものが必要になってくるかと思っておりま

す。さらには、水害に強いまちづくりとか、やはり

ソフト対策という部分が大変重要になってきている

のかなというふうに思っています。

さらには、地域と一体となった行政運営というこ

とで、地域に根差した河川事業、河川管理を行って

いく必要があるかと思っています。 かわまちづく

り という事業もございますので、そういう事業を

活用しながら、やはり地元と一体となった河川事業、

それから地域の方々の協力を得ながら一緒になって

管理していくというようなことも重要になっている

のかと思います。

それから、東北固有としまして高齢化と豪雪の問

題がございます。やはり、それに関してもそういう

ものに対応するような消雪水の導水事業とか、そう

いう地域の特色を生かした事業、それから情報提供

等に努めていく必要があるかと思っております。

以上、治水事業の説明を終わらせていただきます。

ありがとうございました。

小野町長

宍 戸 良 三

意 見 発 表

皆さん、こんにちは。私は、ただいまご紹介をい

ただきました福島県小野町長の宍戸でございます。

本日は小野町の中心部を貫流する右支夏井川の河川

整備について発表をさせていただきます。

ごらんになっている画面はすでに河川整備の終了

した下流域でありますが、川岸の桜並木は夏井の千

本桜として近年大変有名になってきております。し

かしながら、町中心部の上流域はまだまだ未改修で、

たびたび洪水の被害にさいなまれております。



それでは、まず小野町の概要を申し上げます。

福島県の阿武隈高原の中部、郡山市といわき市の

中間に位置し、いわき市と新潟を結ぶ磐越自動車道

の小野インターチェンジ及び東北自動車道矢吹イン

ターチェンジ、福島空港、小野インターチェンジを

結ぶ阿武隈高原道路などにより高速交通体系が整備

されつつ、交通の要衝ともなっております。郡山市、

いわき市、田村市、平田村と隣接をしております。

小野町第 次振興計画のキャッチフレーズを き

らめく人と自然 あったか小野町 と定め、平成

年 月 日現在の町の人口は 万 人、世帯数

は 世帯、町の面積は 平方キロメートルで

す。

せっかくの機会でありますので、小野町の名勝を

幾つかご紹介をいたします。県立自然公園高柴山は、

月下旬には 万株のヤマツツジの群生が一斉に花

を咲かせます。また、リカちゃんキャッスルは、女

の子のアイドル、リカちゃん人形のすべてがわかる

ファクトリーと博物館、子供から大人まで楽しめる

お城となっております。夏井の諏訪神社の翁杉、媼

杉は、樹齢 年を数える大きなめおと杉でありま

す。仲むつまじく寄り添い、天高くそびえ立つ巨木

は他に類例がありません。国指定の天然記念物とな

っております。先ほどごらんになっていただいた夏

井の千本桜は 月の下旬が見ごろでありますが、夏

井川の両岸 キロメートルに植えられたソメイヨシ

ノが満開に咲き誇るさまは全く見事なものです。県

内外から多くの人が訪れます。それから、東堂山満

福寺は、大同 年、西暦 年になりますが、奈良

の高僧徳一大師により開山され、古くからの名刹で

す。特に馬や牛などの家畜にご利益があるとして、

県内外から広く信仰を集めてきました。写真は自然

石の上に建つ東堂山の鐘楼です。

右支夏井川は町の中央を清らかに流れ、これに沿

って平坦地を形づくり、町並みを形成してきました

が、時として恐ろしい暴れ川に豹変し、住民に大き

な災害をもたらしてきました。夏井川は、阿武隈山

系大滝根山、仙台平、高柴山、黒石山を結ぶ稜線を

分水嶺として南に流下し、田村市、滝根町で梵天川、

小野町において右支夏井川を合流後、向きを南東に

変え、阿武隈山地を横断し、いわき市で小玉川、好

間川、新川を合流した後太平洋に注ぐ、流域面積

平方キロメートル、延長 キロメートルの

二級河川になります。

写真は稲荷橋上流付近の航空写真です。ごらんの

ように市街地の中央を流れている状況がおわかりい

ただけるかと思います。おおよそ今ごらんになって

いる区間が河川改修全体計画区間となっておりま

す。

源流部は阿武隈高原中部県立自然公園に指定され

ておりまして、上流部にはイワナ、ヤマメ、ウグイ

などが生息し、豊かな自然環境を有しています。

さらに、先ほどの下流域になりますが、水辺に親

しむ施設として福島県のふなっこふるさと川づくり

事業で、夏井川千本桜周辺には護岸の堤防に遊歩道

が整備され、地域の人はもとより、観光客にも大変

歓迎されております。近くにあります夏井第一小学

校の児童生徒たちも運動や散歩に活用し、あわせて

全児童による清掃奉仕作業活動なども行われており

ます。

町の中心部の大倉川合流付近には、同じく福島県

の同事業により親水公園が整備されております。こ

こには公民館やふるさと文化の館、図書館などがあ

り、天気のよい日には憩いの場として親子連れや子

供たちが集い、すばらしい環境になりました。また、

支流の黒森川には福島県の生活貯水池改良事業によ

りまして洪水調整機能と上水道利用の多目的ダム、

こまちダムが整備されています。このダムの建設に

より貴重な水の利活用と大幅な洪水調整機能の拡充

により、住民の不安は大きく解消されました。

しかしながら、本流の改修はいまだ途中でありま

して、ゲリラ的な大雨によりしばしば出水する状況

であります。

今までの水害の一覧表です。それから、次の図は

特に被害の大きかった昭和 年 月及び平成 年

月の浸水実績図です。昭和 年 月ははんらん面積

ヘクタール、浸水 戸、平成 年 月ははんら

ん面積 ヘクタール、浸水 戸と大きな被害が出

ました。

右支夏井川の小野橋上流付近、横町地区の出水状

況です。家屋への浸水や基礎の流出、堤防の決壊に

対する心配が如実にわかる写真だと思います。

右支夏井川の小野橋下流付近、荒町地区の状況で

す。道路が完全に冠水しております。さきの写真と

同じように、家屋への浸水や流出、堤防の決壊に対

する心配がよくわかります。

本町地区と荒町地区を結ぶ荒町橋付近の状況で

す。堤防の決壊や橋の流出など、重大被害の一歩手

前の災害でした。

右支夏井川と車川というようなことでの合流点、
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下流付近の状況です。真ん中右ほどの家屋への浸水

状況がよくおわかりになるかと思います。

右支夏井川平舘橋下流付近の状況です。堤防の警

戒水位を大幅に超えまして、今にも堤防が決壊する

寸前でありました。

右支夏井川 橋下流付近の状況です。堤防の護

岸が大きく侵食され、危うく電柱が倒れるところで

ありました。

次に、現在のふだんの現況でありますが、今後計

画されている地区におきましては、写真は赤沼橋下

流付近の右岸です。土羽堤防で大きく侵食されてい

るのがおわかりになるかと思います。

黒森川合流付近です。同じように土羽堤防が侵食

されております。

市街地中心部の本町、荒町付近です。右岸には大

正時代の古い石積み護岸と土羽堤防、砂岩はその後

に一部修復された石積み堤防です。幅が狭く流量断

面が小さく、少しの雨でもたちまち水位が上昇しま

す。

前の写真の少し上流付近ですが、堤防に家屋が張

りつき、大変危険な状況に見えます。

荒町橋上流付近です。これも同じように古い石積

みとその後に修復された石積み堤防です。張りつい

た家屋と狭量な川幅がよくおわかりになるかと思い

ます。

小野橋下流付近です。出水時には水位が橋げたに

迫り、大変危険な状況になります。

荒町橋付近です。先ほど出水時のときに冠水して

いた写真がこの橋です。

小野橋付近です。同じように狭量で、出水のたび

に大変心配されているところです。写真は河川清掃

の奉仕作業中の写真であります。

役場下流付近です。土羽堤防の上に家屋が密集し

ております。

右支夏井川の現況は、上流部の中心市街地では一

部に大正時代の石積みの護岸工も見られ、一見しっ

かりしているようにも見えますが、基礎部分は洗掘

され、空洞になっている部分も見受けられます。多

くは土羽堤防で堤防の高さも低く、全体に流量断面

が大変小さく、重大な洪水被害の発生が危惧されて

いるところであります。

それでは、現在進められている改修計画でありま

すが、右支夏井川広域基幹河川改修事業を福島県が

事業主体となって進められています。図の緑の線の

区間、夏井川合流点から小野町地内に至る キロ

の区間を全体計画区間としています。そのうちピン

クの区間、夏井川合流点から平舘橋間の工事を現在

着手していますが、鉄道橋・道路橋緊急対策事業と

して今行っております。川幅の拡幅や流量断面が絞

り込まれる 橋のかけかえ、また、河川の法線変

更や拡幅に伴う道路橋の架け替え工事などを現在進

めているところであります。

現在進めている工区の地権者の皆さんにより、平

成 年 月に右支夏井川河川改修谷津作地区地権者

会が組織されました。未来に残す洪水防止の大事業

に積極的な協力をいただき、改修事業は順調に進ん

でおります。写真は総会のときに事業の経過と今後

の予定について熱心に聞く地権者の皆さんです。

それから、河川と一体となったまちづくりを進め

る関係上、小野町まちづくり促進協議会が河川改修

に関係する町内各地区より組織されています。この

小野町まちづくり促進協議会が中心となり、河川改

修について定期的に検討会を開催し、熱心な協議が

行われているところであります。

次に、地域のボランティアの皆さんによる活動で

ありますが、花咲く水辺の会と夏井河川愛護会の皆

さんは町内の下流域、夏井地区、南田原井地区の皆

さんにより、千本桜周辺の夏井川両岸 キロメート

ルにわたり、桜の手入れや周辺環境の美化に活発に

取り組んでいただいております。

また、夏井川友の会は平成 年に結成され、地域

の環境浄化を目指して、 自分たちの地域は自分で

守ろう、一人が一つのごみを拾えば 人では の

ごみがなくなる を合い言葉に、自分たちの地域の

環境浄化に積極的に取り組むため、毎年活動の輪を

広げています。多くの町民の皆さんが会員として協

力し、毎年河川清掃、桜の手入れ、堤防の枯れ草の

焼却、ニシキゴイの放流や各種イベントを実施して

います。

写真は、小学生や中学生を初めとして、大勢の皆

さんが河川清掃に協力をしているところです。子供

たちは生息している生物の調査をしたり、川に親し

む授業も展開をしております。

写真は、今年 月 日に行われました夏井川友の

会設立 周年記念事業に実施した事業で、 川んな

かウオーキング大会 の写真です。

治水と同時に、川に親しみ、川をきれいにする、

川は私たちの生活と密着しています。川は天使にも

悪魔にもなります。悪魔を追い払う治水工事をしっ

かりとなし遂げ、自然と調和した河川改修を進め、



いて、いかに治水工事の重要性を再認識をさせられ

た感じでございます。

そんな中で、私の方から湯本町百年の悲願であり

ました湯本川改修工事の経過、完成に至るまでの話

をさせていただきます。どうかご清聴を賜っておき

たいと思います。若干スクリーンとは違う部分も出

てきますが、お許しを賜りたいと思います。

まずは常磐というのはどこにあるのかなというこ

とでございますが、東北 県のちょうど南東部にあ

るいわき市のちょうど真ん中に常磐というものがご

ざいます。そこに藤原川、二級河川でございますが、

その支川に湯本川という河川がございます。これは

小名浜港の方に流れ注いでいるわけでございます。

常磐地区の地域のことをちょっとお話しします

と、温泉があって、炭鉱があって、第三次産業も、

一次、二次、三次、すべて産業が混雑した地域でご

ざいます。特に観光産業もあるということで、なか

なかほかには例のない地域かなというふうに思って

ございます。特にいわき市は市域の 数％が山林で、

大変住みよい温暖な土地でございます。特に太平洋

沿岸は キロにわたってすばらしい海岸線が走って

ございますし、また、太平洋は親潮、黒潮の潮目が

あって、大変遠浅ですばらしい、多くの魚がとれる

ところでございます。山の幸あり海の幸があるとい

うことで、大変すばらしい温暖なところでございま

す。

特に、福島県というのは会津地方、中通り地方、

浜通り地方と、雪深いところと、九州、関西で雪が

降ってもいわきは降らないという、そういう大変住

みよいところでございます。特に 常磐越線は

の駅もある、そう一行政体にそんなに駅もないだろ

うというくらいある、大変大きないわき市でござい

ます。 万都市でありましたが、若干今少なくなり

まして 万数千人になってございます。これは少子

化の関連かなというふうに思っております。そうい

ういわき市は、昭和 年に新産都市北九州と同時に

指定を受けて、大同合併をしてほかの地域からいろ

いろな意味で合併の事例地域としてスタートした都

市でございます。そんなところの常磐についてお話

をさせていただきます。

常磐は温泉があって、炭鉱が後からスタートした

わけでありますけれども、人口からいきますと昭和

年には 万 人おったわけですが、現在平成

年度は 万 千数百人になっております。これはや

はり炭鉱時代があった人口の推移かなというふうに
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これからもみんなの川を大事にしていきたいと思い

ます。

以上で発表を終わりますが、ご清聴ありがとうご

ざいました。

どうも皆さん、こんにちは。ただいまご紹介を賜

りましたじょうばん街工房 の寺主君男と申しま

す。どうかよろしくお願い申し上げます。

このじょうばん街工房 という組織団体をご紹介

をさせていただきますが、平成 年にこの組織を立

ち上げたわけですが、それまでは恐らく各 県の地

域の方々のところに回るように地区振興会という会

が、各種団体長さんが集まって各地域のまちづくり

等々を話す組織母体があったかと思うんですが、そ

れを平成 年に発展的に解消しまして、いろいろな

階層の方にやはりまちづくりに参画してもらおうと

いうことで、主婦層からサラリーマンから店主から

企業の社長さんから、そしてきょう見えております

が県会議員、市会議員の先生方にも入っていただい

て特にマスコミの方に入っていただいた各階層の組

織母体をつくった新しいまちづくり組織母体という

ことでスタートしたのがじょうばん街工房 でござ

います。平成 年からスタートしまして、現在

名の会員で地域の町おこし、人づくりを進めている

組織団体でございます。

さて、今こうやって話してきますと、治水という

大変歴史がそれぞれの地域では事業としてなされて

いるようであります。先日、天地人の直江兼続公の

テレビを見ておりましたら、慶長時代に自分の家来

を使って治水工事をしたというふうな話がありまし

た。この治水工事というのは、いつの時代も水がな

くては困るし、多くても困る。なかなか自然という

ものには大変ないろいろな思いをされてきた人類、

人間たちなんだなというふうに思いましたし、また

今東北 県の県の職員の方々から治水工事の話を聞

じょうばん街工房
会長

寺 主 君 男
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思ってございます。

さて、この湯本川についてお話ししますと、この

地図を見ていただくとちょうどブルーの線が藤原

川、二級河川でございます。赤い線の点々印の中が

支川の湯本川でございます。これが大変長い年数に

あって水害を起こしておった河川でございます。流

域延長が キロメートルというふうになってござ

います。

次に行きまして、これが昭和 年常磐炭鉱第 坑

風景の部分でありますが、ちょうど左手の方がいわ

き駅、そして右手の方が湯本の駅でございまして、

ちょうど中間の部分ですが、常磐炭鉱という石炭産

業があったちょうど選炭場というんです。石炭を掘

り出して洗うところの場所だったんです。煙突が建

っているところ。そこのところに現在の湯本川調整

池を完成させたという場所でございます。ちょう

ど 線がある向こう側に湯本川があって、その向

こう側に 号国道があると。大変常磐地域というの

は、これは俗な言い方で悪いんですが、ウナギの寝

床みたいな、こういうふうにうねり狂った、ちょう

ど山あいの間にあるような地形のところの場所で

す。

その川というのは、本来温泉地の河川というのは

どっちかというと清流があって、湯煙があって、緑

豊かな庭園があって、いやしの空間であったわけで

すが、なかなかそこまでいかなくて、やはり石炭産

業という日本のエネルギーを支えてきた産業があっ

て、いろいろ意味での河川を利用された部分がある

んです。そういった意味では、きれいとは言えなか

ったという河川でございました。

当時、昭和 年のときには、石炭を掘っていけば

掘っていくほど、お湯が邪魔という言い方は悪いん

ですが、お湯がわき出てしまうんです。それを使い

切れない部分をこういうふうに川に投げていたんで

す。それを住民が温泉のようにしてこういうふうに

使っていたという状況がございます。

これは昭和 年でございますが、先ほどの逆側か

ら撮った写真です。常磐線があって、湯本川があっ

て、ちょうどバスが走っておりますが 号があって、

常磐炭鉱の選炭工場があったというふうな形。ちょ

うどバスのちょっとはす、 度の方向性に今の石

炭・化石館が現在はあるところでございます。そう

すると、大体イメージ的に、ああ、あの辺かなとい

うふうにご理解をいただけるのかなというふうに思

ってございます。

次、この温泉と炭鉱ということを申し上げますと、

先ほど町長さんから、あの人は徳一大師さんの話が

ありました。湯本温泉というのは奈良時代に、

年ごろ発見されているんです。その後の年ですが、

徳一さんがいわきの地に来て約 カ所の寺院を開山

したんです。その中でも三つの寺院を常磐地区の方

に、やはりあの徳一さんというのは農地改革とか、

いわゆるそちらの方の改革をするお坊さんだったら

しいんです。そういった意味で、民の人たちに苦労

しないでこうするんだという指導をしたという言い

伝えが残されているようでございます。

年にちょうど道後温泉、有馬温泉、湯本温泉

というふうな日本三大古泉郷ということで書記には

記載されているようでございます。本当に昔、奈良

朝廷時代からこの湯本温泉があったんだなというこ

とは大変すごかった温泉地だったんだなというふう

に思いますし、特に常磐沿線の唯一の温泉郷でござ

いますので、そういった意味では、今湯本温泉だけ

でも 万人交流人口が訪れている状況でございま

す。

先ほどの石炭というお話をしましたとおり、

年に片寄平蔵さんと、私はよく知らないんですが、

この方は相双あたり、双葉地区のあたり出身なんだ

そうです。そして、横浜の商社の方にでっち奉公に

行っていたらしいです。それで、常磐と内郷の山あ

いのところで石炭を発見した。この石炭を自分の横

浜の商社の方に言ったら、それでいろいろなことが

あって炭鉱の会社がこちらに来るようになったとい

う説が話をされております。

いわき市は現在 万人口を目標にしてござい

ます。今現在では約 万人ちょうどくらいであ

りますけれども、そういった意味では、今回のこの

常磐ハワイアンセンター、スパリゾートハワイアン

ズというものには大変いわき市の観光には大変すば

らしい施設として、特に観光の大事な施設として今

でも愛されているわけでございます。

今湯本温泉は恐らく 万人から 万人と言われ

ております。フラガールを見た方もいらっしゃるか

と思いますが、そういった意味では炭鉱というのは

ほかの炭鉱地からいくと閉山するとゴーストタウン

になるんだけれども、当時の先人たちが苦労されて

こういうすばらしい娯楽リゾート施設を残された。

これも大事に我々は保存していかなくてはならない

なというふうに今思っているところでございます。

本題に参ります。湯本川の沿川、歴史です。我々



百年の悲願というように、明治の書見として残って

いるのが明治 年大洪水の書見が残ってございま

す。それで、明治 年、そして昭和 年という部分

の写真がありますが、大正時代にも大正 年にも大

きな大洪水がされております。先ほど県の方からの

話でいくと、昨年平成 年に雨量が 月 日に更新

されたということで、この改修工事をしていなかっ

たらどうなったのかなと、大変感慨深いところがご

ざいます。

これが平成 年 月 日に湯本川のはんらんされ

た状況でございます。ちょうど常磐線があって湯本

川があって 号線があるということでいくと、ずっ

とここを行くとこの車線の部分が洪水に遭ったとい

う部分でございます。 年ずっとこういう歴史を、

特にここ数年 年おきにはんらんが起きておった地

域でございまして、昔の方々は大変苦労されたんだ

ろうなというふうに思っておりますし、当時の恐ら

く昭和に入ってからでも恐らく関係各位の方のご協

力をいただいて、堆砂の除去などして一時しのぎを

してきた河川だったのかなというふうに思ってござ

います。

これも平成 年のはんらんのときです。ちょうど

先ほどの写真から逆側で、湯本駅がこの辺にござい

ます。こっちは東側です。ちょうどこの 号線と川

と 線と、こういうようなところにこれだけの水

がはんらんをしたという状況でございます。

それで、約 年近く前になりますが、先人たちが

いろいろ苦労されて一時しのぎしてきた河川改修を

何とか本格的に進めようじゃないかということで、

ちょうど私が連合青年会の会長をやっていました当

時に立ち上げて、湯本川シンポジウムをスタートさ

せて、この改修工事に向けてのスタートを切ったわ

けでございますけれども、 回くらいいわき建設事

務所の方に通いまして、何とか湯本川改修について

のいろいろな話を、そしてまた調査してくれないか

というお願いをして、お話をいただきました。

我々素人だったものですから、湯本川に、先ほど

も県の方の話があったようにバイパスというものが

あります。川のわきにまた太い管を入れてバイパス

をつくって何とか改修できないかという身勝手な発

想でお願いした経緯があるんですが、そのときもや

はり水路のバイパスをつくるということも可能性と

して挙げていただきました。大変うれしかったんで

す。

この年の次の年に、初めて藤原川水系の支川の湯

本川に調査費が初めてつきました。川というのは上

流から改修してもできないんだよと、確かにそうな

んです。川というのは下の方からずっと改修してこ

ないとなかなかできないということで、早速調査費

をつけていただきました。

それから、何といっても県の方に、これはバス

台で、人が多ければやってもらえるかということで

はないんでしょうけれども、百年の悲願でございま

したものですから、私も行きたい、私も行きたいで、

結局バス 台になりました。これだけの多くの方が

県にのぼり旗を上げて、百姓一揆ではないのにお願

いに行った記憶がございます。本当に我々地域住民

にとっては何とか直してほしいよと、そういう思い

を当時こうやって県の方に要望に行った写真でござ

います。これは平成 年の 月 日でございました。

バス 台で行きましたから、県の人も何でこんなに

くるのかなとびっくりした様子を思い浮かべており

ます。

改修に向けて、やはり市民の方がもう一度きちっ

と湯本川について、湯本の地域についてやはり勉強

しなくてはならないだろうと、お願いすることばか

りじゃなくて、自分たちも一緒に参画をする、市民

も一緒に参画をした改修工事をやろうということ

で、湯本川を愛する市民ネットワークを立ち上げた

んです。これを見てください。主婦の方もいっぱい

いるんです。政治家だけでなくて、主婦の方もこの

ようにいっぱいになってお願いをする、いわゆる市

民ネットワークを立ち上げました。

これが、このネットワークを立ち上げて、やはり

市民が参画する以上は市民に知識を持たせなければ

ならない。それでは河川の先進事例を行こうと、視

察しようということで、横浜の和泉区にあります和

泉川調整池の視察に行ったわけでございます。河川

というのはやはり人間がやはり一緒になって生活を

営む空間として、水辺の空間として大事にしなけれ

ばならないという部分を勉強しようということで行

ったわけでございます。

また、ネットワークとして最初に出版本を出させ

ていただきました。こういった活動を展開する中で、

やはり百年の悲願であったことを子供たちにも、や

はり地域住民がみんな一緒になって考えていこうと

いうことで、やはり湯本川流域についていろいろな

ものを調べようと。歴史から生息しているものとか、

すべてのことについて勉強しようということでつく

った本でございます。きょう持ってまいりました。
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こんな厚い本でございまして、この 冊本にまとめ

て、これにすべての湯本川の歴史が載ってございま

す。

その後に、平成 年ごろですが、湯本川流域の植

物についても調べ上げて、これについてもみんなで

共有・理解していこうということで、こういう本を

出版をさせていただいてございます。

これは、当時の想像図です。この調整池の空間を

市民がどう生かしていこうかということで、ワーク

ショップを立ち上げてみんなで検討して、ここは運

動するようなところとか、憩いの場にしようとか、

サイクリングロードにしてはどうかとか、いろいろ

なことを考えた図面でございます。ネットワーク活

動の中での河川計画の市民としての参画をして、県

の方々の指導を受けながらここまで来たという状況

でございます。

これは、平成 年にあと 年くらいでできあがる

前にある程度めどが立った中で、市民ネットワーク

の中で湯本川調整池をやはり 号線と、それから

線が通っていて、特に湯本温泉街、温泉地とい

うことで景観ということも我々考えようということ

で、堤防には桜の苗木は植えてはいけないという決

まりがあるんだそうでございますが、ちょっと外れ

たような形のところに約 本近く桜の苗木を植え

させていただいて、また 種類の桜を植えて、あと

コスモス等の花もこのように湯本温泉旅館組合のお

かみさん会が一生懸命こうやってみんなで植えてい

るところでございます。

これが、湯本川調整池の中で市民ネットワーク

が 法人として今後維持管理をどうするのかと

いうことで、こういうふうな形で締結を結んだとこ

ろでございます。これは福島県、いわき市、それか

ら三者でもって行われた調印式の模様でございま

す。これが今リバーフロント整備センターの方から

寄贈されて、そのわきにつくらせていただいたもの

でございます。

これが平成 年、完成する前に市民みんなで美化

運動をしたところでございます。こんなに広くて、

本当にいろいろな意味で利活用できるような調整池

につくっていただきました。

これが全体図でございます。これが改修前でござ

いました。この辺からずっとはんらんをしておった

わけですが、これがここに一度プールをして、そし

て流すというふうな調整池の改修後の図面でござい

ます。広い形でつくっていただきました。

これは、今こういう自然の植物が大変生えてきま

して、子供たちが水辺の空間として環境教育の中で

もプラスになるということで、こういう施設もつく

っていただきました。

実際、平成 年、でき上がる前ですが、現実に入

ったんです。ちょうど平成 年の豪雨によってこれ

だけの調整池に水をためることによって、ここの部

分が先ほど出たはんらんしないで済んだと。床上、

床下がゼロだったという、現実にこうだったという

ことができ上がる前にできたような状態でございま

す。

これが、ことしの 月 日に佐藤県知事さんにお

越しいただいて竣工式が行われた様子でございま

す。最終的にここにさはこの水辺という、これは地

域の小学校 校の生徒さんにお願いをして選ばれた

のが、この調整池の名前がさはこの水辺という名前

に決定したところでございます。

何といっても私ども百年の悲願であったという目

的をこれからどう自分たちの子供たちに継承してい

くのかという重要性はあるなというふうに私は思っ

ています。先ほども治水の重要性を認識したところ

で、これからいわゆる水辺の交流から醸成されてい

く河川文化の創出を図ったり、それから、子供たち

の体験学習や環境学習できるような川づくり、そし

て、なおかつ観光地にふさわしい花や緑に包まれた

調整池の景観づくり、そして、なおかつ地域に医療

施設もあるものですから福祉という意味でバリアフ

リーのいやしの空間もつくっていきたいというふう

に考えております。子供たちに長年かかってできた

河川改修工事だったことをこれから伝えながら、な

おかつ常磐地域の大事な河川としてつくり上げてい

きたいというふうに思ってございます。

特に、この場をおかりしまして、県の職員の方々、

そしてまた国の機関の方々には本当にお世話になり

ましてこの湯本川の治水工事をやっていただきまし

た。この場をかりて高い席より御礼を申し上げまし

て私の説明とさせていただきます。本当に今日はあ

りがとうございました。
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大 会 決 議

福島県治水協会副会長
三春町町長

鈴 木 義 孝

の事項の実現について国会並びに政府に対し強く要望す

るものである。

記

一つ、近年自然災害が激化する一方で、治水事業費は

ピーク時のおよそ半分となっている状況である。災害

を事前に防止し、安全で安心な国民生活の確保を図る

ため、治水対策に充てる予算を確保すること。また、

その配分に当たっては、全国に比べ治水施設の整備が

おくれている東北地方に重点的に配分すること。

一つ、国民の生命、財産を守り、国民生活の安定のため、

いまだ整備水準の低い河川などの整備を推進するとと

もに、ハザードマップの整備、情報提供の充実、避難

体制の構築など、ハード、ソフトが一体となった防災・

減災対策を強力に推進すること。

一つ、台風や局地的集中豪雨による水害や土砂災害の頻

発、大規模地震に伴う土砂災害の発生状況にかんがみ、

国による被災地への支援体制の強化を図ること。また、

被災した施設の災害復旧関係事業を着実に推進するこ

とにより、甚大な災害を受けた河川などについて再度

災害防止のための治水対策に万全を期すこと。

一つ、安定的な水の供給のため、水資源開発の推進を図

ること。

一つ、高い確率で発生することが予想されている宮城県

沖地震などによる大規模な津波や気候変動に伴う豪雨

の激化や海面の上昇に備え、低地における河川堤防の

高潮・耐震対策を推進すること。

一つ、東北地方の豊かな水と自然、歴史、文化という地

域資源を生かし、地域と一体となった魅力ある河川整

備を推進すること。

以上決議する。

平成 年 月 日

第 回東北地方治水大会。

治水事業は、国土を保全し、洪水などの被害から国民

の生命と財産を守り、活力のある経済社会と安全で安心

な生活環境を築く上で、欠かすことのできない最も根幹

的な事業であり、これまで国家の最重要課題として推進

されてきた。

その結果、治水安全度の一定の向上はあるものの、地

理的条件や厳しい気象条件から自然災害を受けやすい環

境にあることなどから、依然として全国各地で毎年のよ

うに大きな災害が発生し、幾多のとうとい生命と財産が

失われている。

昨年 月には岩手・宮城内陸地震、 月には岩手県沿

岸北部を震源とする地震が発生し、それぞれ震度 強、

震度 弱を観測した。特に、岩手・宮城内陸地震におい

ては大規模な土砂災害が随所で発生し、死者 名、行方

不明者 名というとうとい生命と財産が失われた上で、

各地で河道閉塞が形成されるなど、被害は甚大となった。

さらに、今年 月の豪雨では、秋田県を中心として記

録的な大雨となり、 名が負傷し、家屋の浸水が発生し、

月の台風 号でも各地で浸水などの被害が発生した。

また、今後 年以内に ％の確率で宮城県沖において

大規模地震が発生することが予測されており、大規模地

震・津波対策も喫緊の課題となっている。

このような水害や大規模地震から人命、財産を守り、

産業活動などの停滞により国民生活へ大きな影響を及ぼ

す災害を事前に防止するためにも、治水事業の重要性を

認識する必要がある。

我々東北 県並びに市町村は、国と連携を図りながら、

河川改修やハザードマップの整備など防災・減災対策に

努めているが、いまだ安心できる状況ではなく、地域防

災力の強化とともに、治水、利水、環境の調和のとれた

河川改修やダムなどの治水施設の整備を強力に推進して

いくことが重要である。

よって、我々は東北地方治水大会を開催し、その総意

に基づき安全で安心な国土づくりを推進されるよう、次

決 議 （案）
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次期開催県のあいさつ

山形県土木部
河川砂防課長

斎 藤 隆

山形県土木部河川砂防課長の斎藤でございます。

ただいま次期開催県として山形県と決定していた

だきまして、本当にありがとうございます。今年が

回、来年が 回の大会という、半世紀を超える新

たなスタートということで、精いっぱいやらさせて

いただきたいと思います。

山形県の話題を、少々ご紹介したいと思います。

それは県産の米です。つや姫と言いますが、今年

デビューしました。県で開発した新品種ですけれど

も、これまでいろいろ食味試験をした結果、おいし

さではコシヒカリを上回っているというデータも得

ているようです。これが科学的に言いますと、グル

タミン酸やアスパラギン酸というものがコシヒカリ

を上回っているということだそうです。ちょっと私

もことしの秋食べたんですけれども、非常においし

い、本当においしい米だと思います。商品スローガ

ンとして お米はここまでおいしくなれるのか。炊

いてほれぼれ、冷めてもおいしい ということで、

東京等でデビューしております。

まだプレデビューということでなかなか手に入ら

ないんですけれども、来年には本格的に生産に入っ

てデビューするということなんで、この大会は多分

来年も今ごろかなと思いますけれども、そのころに

は皆さんからたくさん召し上がってもらえるんじゃ

ないかということで、私ども、つや姫と一緒に来年

皆さんをお待ちしておりたいと思いますので、よろ

しくお願いしたいと思います。

本当にありがとうございます。よろしくお願いし

ます。

ただいまご紹介をいただきました福島県土木部長

の秋元でございます。

本日の東北地方治水大会が盛会のうちに終了でき

ますことは、ご来賓の皆様を初めまして、ご参加い

ただきました皆様のご協力の賜物と深く感謝を申し

上げます。また、意見発表では小野町の右支夏井川、

いわき市の湯本川における過去の被害状況や地域の

方々の河川に対する意識の高まりについてお話をい

ただきましたが、治水事業の重要性や地域の方々の

思いについて認識を深くしたところであります。

また、ご参加の皆様のご協力によりまして大会要

望が力強く決議されました。今後、これらの決議事

項の実現と沿川住民の方々が安全で安心して暮らせ

る生活環境を確保するために、厳しい財政状況にあ

りましても着実に治水事業を推進していく必要があ

ります。皆様には今後とも治水事業の推進に向け、

なお一層のご理解とご協力をお願い申し上げますと

ともに、皆様のますますのご健勝とご多幸を心から

ご祈念申し上げまして、第 回東北地方治水大会を

閉会とさせていただきます。本日はまことにありが

とうございました。

閉会あいさつ

福島県治水協会副会長
福島県土木部長

秋 元 正 國
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平成 年度 九州地方治水大会

と き 平 成 年 月 日 （水）
ところ 宮崎市民プラザ オルブライトホール

宮崎県県土整備部提供

九州地方治水大会次第
（敬称略）

記念講演
大淀川の水運 ─近世の 御手山勘場 と交易品をもとに─

宮崎県文化財保護審議会会長 甲斐亮典
治水大会
開 会
主 催 者 挨 拶 宮崎県県土整備部部長 山田康夫

全国治水期成同盟会連合会会長 陣内孝雄
座 長 推 挙 宮崎県河川防災協会会長 宮崎市長 津村重光
来 賓 祝 辞 宮崎県議会議長 中村幸一
来賓紹介・祝電披露
講 話 気象庁宮崎地方気象台防災業務課水害対策気象官 図師哲己
意 見 発 表 大分県企画振興部景観自然室まちづくり推進班 辰本健治

宮崎県日之影町消防団団長 一水輝明
宮崎県延岡市北川町総合支所地域振興課総務防災係 小野敬通

大 会 決 議 宮崎県河川防災協会副会長 高千穂町長 内倉信吾
次期開催県の決定・挨拶 大分県土木建築部部長 山路茂樹
閉 会
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主 催 者 挨 拶

宮崎県県土整備部長

山 田 康 夫

皆さんこんにちは、宮崎県の県土整備部長の山田

でございます。

演 題 大淀川の水運 ─近世の 御手山勘場

と交易品をもとに─
講 師 宮崎県文化財保護審議会会長 甲斐 亮典

略 歴

昭和 年から県内公立学校の教諭として勤務

児湯教育事務所長や宮崎市立宮崎東中学校校長など

歴任

宮崎市文化振興課嘱託として宮崎歴史文化館設立

宮崎県立図書館資料調査室において佐土原藩島津家

日記など資料の解読、翻訳、出版に当たる

宮崎県文化財保護審議会会長

宮崎市文化財審議会会長

宮崎県伝統工芸品等に関する専門委員会会長

（お断り）

講演の内容につきましては、誠に勝手ながら掲載

を割愛させていただきました。

記 念 講 演
東国原知事がどうしても所用のために出席がかな

いませんでした。知事の方から挨拶状をことづかっ

ておりますので、私の方で代読をさせて頂きたいと

思います。

ご了承頂きたいと思います。

本日は大変お忙しい中、九州・沖縄各県から関係

者の皆様方に多数ご出席を頂き、厚く御礼申し上げ

ますとともに、ご来県頂きました皆様を心から歓迎

申し上げます。

さて、近年我が国におきましては、水害や地震な

どの自然災害が頻発しており、災害の規模も非常に

大きな物となっております。

ご承知の通り今年も 月に中国・九州北部で梅雨

前線の影響による豪雨が発生し、多い所では ミ

リを超える総雨量が記録されましたが、この豪雨に

より山口県などで土石流が発生し、甚大な被害が発

生しております。

また今月の 日から 日にかけましては、台風

号が本州を横断し各地に被害をもたらしたところで

ございます。

このように何時どこでどんな災害が発生してもお

かしくないという状況は皆様も感じておられること

と思います。

さらに豊かで潤いのある質の高い生活や、良好な

環境を求める国民の志向が高まる中で、河川を潤い

と安らぎのある水辺空間として創造することが求め

られております。

このようなことから、治水事業は国土を保全し、

地域住民の生命財産を自然災害から守り、安全で活

力ある社会を実現するために生活基盤の中でもっと

も優先的に実現されるべき事業であると認識して致

しております。

本県におきましても、厳しい財政状況であります

が真に必要な事業の予算確保に向けて最大限努力を

行うこととし、県民の安全で安心な暮らしを確保し、

経済交流を支える基盤、快適で人に優しい生活空間

となる県土づくりの実現を目指している所でありま

す。

今後とも本日ご出席の皆様や関係機関とも連携を

図りながら、引き続き治水事業等に取組むとともに

事業推進のための予算確保を強く訴えてまいりたい

と考えております。

本日は九州・沖縄各県から関係者の皆様が一同に

かえされ意見発表等が行われますが、皆様の熱意に

よりまして、九州地方の治水事業が着実に推進され
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災害などによる自然災害が多発している地域であり

ます。

一方、東京では監視による備えは着実に向上して

いるとは言うものの、都市化に伴う慢性的な水不足

の状況にあります。皆様への地域の期待というのは、

極めて大きいものがあると思います。

申し上げるまでもなく、治水事業は国民の生命・

財産を守り国民の生活の安全と安心、国民経済の発

展のために重要な国政の根幹的な事業でありますの

で、国家 年の体系にたって着実に推進していか

なければなりません。

ところで近年の災害発生状況をみますと、今年も

月 日から 日にかけて、更に 日から 日にか

けて、我が国の広い範囲で梅雨前線活動が活発化し、

福岡県・大分県・山口県などで死者 名、負傷者

名、家屋の全半壊、一部損壊を含めますと 戸、

床上・床下浸水約 戸等の甚大な被害が発生致

しました。

また、 月 日には台風 号が紀伊半島の南海上

を北上して中国・四国・東北地方に大雨を降らし、

床上浸水 戸近く、床下浸水 戸余りの住家

が浸水した所であります。

さらに 月 日から 日にかけては、台風 号が

北半島に上陸して、中部地方から東北地方までの広

範囲を襲い、各地で多大な災害をもたらした所であ

ります。

さらにまた、ご当地ではやや遡りますけど、平成

年 月の台風 号による大雨によって、死者 名、

負傷者 名、家屋の全半壊 戸、一部損壊を含

めて 戸、床上浸水が 戸を上回るというよ

うな被害も発生致しました。

このように我が国は、依然として災害列島のかん

をていしつづけており、誠に遺憾に存じます。

これらの災害で亡くなられた皆様のご冥福をお祈

り申し上げますと共に、被災された地域の皆様に御

見舞いを申し上げます。

ところで近年は、地球規模の気象変動が異常気象

を引き起こし、これまでに経験したことのない激し

いゲリラ豪雨や、反対に厳しい小雨をもたらしまし

て、災害激化の一因となっておりその傾向は、これ

からますます強まっていくという見方があります。

小雨による渇水も毎年全国のどこかで発生してお

りまして、今年は 月から 月にかけて四国・中国

地方で厳しい水制限が行われたところであります。

水資源開発施設の整備をする、推進する必要は

ますことを念願致しております。

ここで折角の機会ですので、本県の宣伝をさせて

頂きたいと思います。

宮崎県は豊かな自然と神話伝承などの浪漫溢れる

文化、さらには四季おりおりの山海の幸の宝庫であ

り、おもてなし日本一をかかげ国内外に積極的に

をしている所であります。

皆様方におかれましては、この機会にぜひ宮崎の

美しい自然と、その自然が育んだ新鮮な食材を使っ

た料理や焼酎などを時間の許す限りご堪能頂ければ

幸いに存じます。

終りに本大会の益々のご発展とご出席の皆様方の

ご活躍・ご健勝を祈念申し上げ、ご挨拶とさせて頂

きます。

平成 年 月 日

宮崎県知事 東国原英夫（代読）

全国治水期成同盟会
連合会会長
前参議院議員

陣 内 孝 雄

本日ここ宮崎市におきまして、九州地方治水大会

を開催致しましたところ、治水関係事業にご造詣が

深くその推進に尽力しておられる皆様にこのように

多数参集頂いて、本大会を盛大に開催できますこと、

主催者の一人と致しまして誠に喜ばしく、皆様方の

深いご理解とご熱意に対し、衷心より敬意と感謝を

申し上げる次第でございます。

また、政務まことにご多端の中にもかかわらず、

中村県議会議長様をはじめ、県会議員の先生方、ま

た、国会開催中でございますが代議の国会議員の秘

書さん方にたくさんご出席頂きまして、本当に有難

うございました。

今後ともよろしくお願い申し上げます。

本大会を開催するにあたっては、格別のご高配を

賜りました宮崎県知事様はじめ関係の皆様方に厚く

御礼申し上げる次第でございます。

当、九州・沖縄地方は、台風や集中豪雨の常襲地

帯であり、中小河川が多く、毎年各地で水害や土砂
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益々痛感されております。

このように憂慮すべき厳しい諸状況化にかかわり

もせず、肝心な治水投資というのは近年低迷致しま

して、平成 年度予算は 年前に比べて約半分まで

に減少しております。

しかも、近年頻発する災害復旧に関連に必要とな

る激甚災害対策特別事業等への治水投資を、これを

優先する必要がありますために、いわゆる計画的に

推進すべき治水事業というのが非常に進めにくくな

っておるという現状でございます。

さらにここへ来て、ダムによる治水・利水対策推

進に突如ストップがかかっておりまして、このため、

降雨の特性や河川のせいじょ、土地利用等の面から

見て、ダムによる洪水調節が非常に有利な河川の水

理対策というのが遅れる懸念がでております。

他方では高齢化や人口減少、また都市の地下利用

等が進んで、いわゆる災害リスクという物が年々確

実に増大しておるというのも現実でございます。

したがってここに来て、治水事業の更なる停滞と

いうのは避けなければならず、早期完成に向けて一

刻の猶予もできない状況にあると認識するところで

ございます。

したがいまして、全国治水期成同盟会連合会とい

たしましては、治水施設の整備についての現場の声

を集約致しまして、国民の皆様の切なる要請に応え

るべく治水事業を計画的に着実に推進していかなけ

ればならないと考えているところでございます。

ご参集の皆様と強力に運動してまいりたいと思い

ますので、力強いご支援をよろしくお願い申し上げ

ます。

最後になりましたが、ご出席の皆様方のご健勝と

ご活躍を祈念申し上げまして、挨拶と致します。

ご静聴有難うございました。

座 長 推 挙

宮崎県河川防災協会会長
宮崎市長

津 村 重 光

来 賓 祝 辞

宮崎県議会議長

中 村 幸 一

皆さんこんにちは、本日、平成 年度九州地方治

水大会が盛大に開催され、宮崎県議会から代表して

一言お祝いを申し上げます。

皆様方には日頃から治水事業について、住民の生

命・財産を守り、安全で安心な生活の確保に多大な

ご尽力を頂いておりますことに、心から感謝申し上

げたいと思います。

政治の根幹は、地産・治水でありますから、この

治水というのは本当に大事なことだと思っておりま

す。

私は、先程上京しておりまして、東京から帰って

まいりました。

全国議長会が行われておりましたが、その中でや

はり一番皆さん方が心配されるのは、この政権交代

によって治水の方が大丈夫なのかなということであ

ります。

先程お話しがありましたが、新政権は八ツ場ダム

をはじめとするいろんなダムの工事を凍結すると言

うことでありました。帰ってきて先程テレビを入れ

ますと、ちょうど今、自民党の質問があるところで

ありましたが、この八ツ場ダム等でもいろんな質問
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が出されています。先程お話しがありましたが、こ

の予算の問題につきましても、非常に新政権でどの

ような予算が編成されるかなかなか分からない不透

明だと言うことが議長会で皆さんがおっしゃってま

した。

そして、どこに陳情に行って、どのようにしたら

いいのかと言うことも分からないんじゃないかと言

うようなことが言われてましたので、残念ながらこ

の治水事業はだいぶ遅れるんじゃないかなと言うこ

とで懸念を致してるところであります。

この治水事業というのは、やはりいろんな住民を

守るための手だても必要でありますが、やはり昔み

たいに人が川で泳げ、憩いの場所となるような場所

を装置することも必要ではないかと思っておりま

す。

私共、年をとりましたけれども、昔はみんな川で

泳いでおりました。

本当に透明な川でありましたが、私は毎朝ジョギ

ングをする時に、毎日、自分の所に流れてる大淀川

を見るわけでありますが、本当に生活が豊かになれ

ばなるほど、河川の汚濁が進んでくると、そういう

ふうに思っております。

私は思い出しますと、小学校 年生の時でありま

したが、夏休み中に朝、川に飛び込んで、そして、

足腰が立たなくなりました。帰ってから。

で、その当時のことですから母親が心配して占い

に行ってもらいましたが、その時、その占う人がい

きなり、その夏休み中の朝に飛び込んだ水神様をび

っくりさせたんだという話しだったそうです。もう

お帰りになったらお払いしましたから、ちゃんと立

ってますよ。という話しだったそうですが。お袋が

帰って来るとちゃんと治っていたということなんで

すね。

これはまあ、信じるか信じないかの問題ですが、

今こんだけ汚濁すると、水神様どこに行かれたのか

な？と本当もういっぺんお帰りになるような清らか

な川を作らなくちゃいけないんじゃないかなと、こ

のようなことを今日ここへ来る時に思ったところで

あります。

どうかいろいろな新政権で難しい面もあると思い

ますが、本当に皆様方の手腕にかかっておりますの

で、どうか今後とも本当に住民を守るために、ご努

力頂きたいと思います。

今日は、多分この宮崎の地にお泊りになると思い

ますが、先程お話しがありましたように、宮崎は地

鶏もありますし、日本一の牛もありますし、こちら

の方に西橘通りというのがあります。

どうか、そちらの方にも出かけて頂いて、今日は

一つ呑みながら、治水のことをいろいろ皆さん方で

お話し頂きたいなと思っております。

今日はゆっくりと宮崎の地で、骨を休めて頂きた

いと思います。

それでは、今後のご活躍を心から祈念しましてご

挨拶とさせて頂きます。

有難うございました。

皆さんこんにちは。私は大分県から参りました辰

本健治と申します。県の企画振興部景観自然室とい

来 賓 紹 介
─順不同・敬称略─

衆議院議員（代理）

川 村 秀三郎 江 藤 拓

古 川 禎 久

参議院議員（代理）

松 下 新 平 外 山 斎

祝電ありがとうございました

民主党 衆議院議員

道 休 誠一郎 他多数

意 見 発 表

大分県企画振興部
景観自然室
まちづくり推進班

辰 本 健 治



う所でおもに、まちづくりの仕事をしております。

県内だと今温泉街というと別府市内の鉄輪温泉地区

とか、今日発表させていただく天瀬温泉地区とか、

あとは豊後高田の昭和の町とか、そういう地区のま

ちづくりのお手伝いをさせてもらっています。本日

は私が担当しております天瀬温泉地区の防災とまち

づくりの取り組みについてお話をさせていただきた

いと思っていますので宜しくお願いいたします。

まずこちらをご覧下さい。天瀬温泉地区という所

は、大分県の西部日田市に位置しておりまして、年

間 万人の人が訪れる川沿いの温泉街となってお

ります。歴史は 年前にさかのぼりまして、奈良

時代の豊後風土記に書かれておりますけど、別府温

泉・鉄輪温泉・湯布院温泉と並んで豊後三大名泉の

一つに数えられています。その特徴はこちらにあり

ますように野生味あふれ川沿いの五つの共同露天風

呂です。この露天風呂は混浴になっておりますので、

ちょっと入る時には若干勇気がいるんですけど、眼

前を流れる玖珠川の清流が自分の目線のラインと一

緒に見えるということで、ゆっくりと疲れを癒すこ

とができます。周辺には慈恩の滝とか桜滝、高塚地

蔵尊、行かれた方もいらっしゃるかもしれませんけ

ど観光スポットも多く点在しております。

こちらが昭和 年の天瀬温泉の写真です。明治時

代まではたった 軒の湯治宿があるだけのひなびた

温泉街だったそうです。それが大正時代に入って、

国のエネルギー政策と共に豊後川上流にも電源開発

が積極的に行われるようになりました。その影響で

旅館が 軒と増えていきまして、それと伴って飲食

店もできました。そして発電所建設のための道路が

作られて、こちらにありますように人や荷物が上流

へ上流へと延びていきました。その中で天瀬温泉は

人々の憩いの温泉地として育ち始めました。

こちら昭和 年の写真には、現在も残っている つ

たや とか 小松屋 という旅館がありますけど、

そういった十数軒の旅館街に成長してまいりまし

た。同じ頃には鉄道も敷かれて、久留米方面からも

多くのお客さんが訪れるようになって町が益々発展

していきました。

そういった鉄道の開通と現在の国道 号、県道

大分福岡線の開通とか、電話線の架線、そういった

さまざまなことがありまして天瀬温泉はどんどん発

展していったようです。

戦後も高度成長を追い風に旅館、ホテルの進出が

相次いで明治 年にはわずか 人だった宿泊客が

昭和 年にはついに 万人に達したということで

す。

こちらの写真は平成元年ごろの天瀬温泉街と宿泊

客で賑わう天瀬温泉祭りの様子を表した写真です。

そしてその天瀬を語る上で欠かせないのがやっぱり

水害の話ということになります。温泉街の中心を玖

珠川が流れているんですけれども、こちらにあるよ

うに台風、梅雨前線の影響でたびたび氾濫して甚大

な被害を与えています。川沿いにある温泉街はその

たびに川に沈んでそのたびに復活してきたと言えま

す。特に明治 年、大正 年、昭和 年こちらは三

大水害と呼ばれています。特に甚大な被害を及ぼし

た水害です。

こちらは大正 年の記録写真で見づらいですけ

ど、記録がありますけど天皇陛下から給付金を受け

た件と、記録を残す重要性という物について書かれ

ています。

その中に天瀬の建設まもない発電所の宿舎も写っ

てたんですけど、だいぶボロボロに崩れているよう

なその当時の状況を示しています。新聞でも当時の

惨劇をこちら物々しく伝えております。

こちらは昭和 年の大水害の時の新聞です。天瀬

の雨量計は を観測していたそうです。これは

年間降雨量の約 分の が 日間で降るという前代

未聞の異常豪雨だったことです。当然ですけどその

被害も尋常ではなくて流出家屋 戸、床上浸水

戸、道路の不通箇所が 個ということで橋梁 橋

が流されたという記録がありました。

天瀬の水位は天瀬橋を超えて旅館の 階に届く勢

いで、その中でもただ一つの幸いだったのは、天瀬

商店街に死者というのがなくて、天瀬温泉最大の大

水害以来 年以上は人災というものはないというこ

とです。

このように天瀬温泉は何度も被害を受けて来たん

ですけど、そのたびに再生して蘇ってきました。

こちらは昭和 年の復興した天瀬温泉の記事なん

ですけれども、こちら左上の方にですね砂利の穴ぼ

こだらけの道路も舗装がかかり、鈴蘭の街路灯も点

き大いに賑わっているというように記事にはかかれ

ています。ところが平成 年に再び喪委がありまし

た。濁流が 軒のホテルのうち 軒床上まで達して

ホテル成天閣というのがありますけど、そこの前の

橋をもぎ取りました。昭和 年以来の大災害となっ

たわけなんですけど、速やかな避難が幸いして犠牲

者を出さずにすみました。その後も河川水位は毎年
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のように危険水位を突破しております。

こちらは平成 年の出水期の状況なんですけど、

毎年のように危険水位を突破するというのが天瀬温

泉地区の災害の歴史です。何で天瀬温泉街で水害が

発生するのかということですけれども、簡単に言う

と玖珠川の流下能力が小さいということになりま

す。温泉街の一番上流にある湯山発電所付近が最小

値の の最大流量ということで、この流量は

確率でいうと 以下でつまり 年に 回発生しう

る規模ということで、明日発生してもおかしくない

ような流量なんですけど平成 年の排水は約

、この流量は確率規模でいうと 年に 回発生す

る可能性がある流量なんですけど、簡単に河川が溢

れてしまうということはおわかりになると思いま

す。

もし河川改修をするならどうするのかということ

で、 に対して の流下能力しかありま

せんので川の断面を倍にする工事になるかと思いま

す。そういった中で一般的な河床掘削案がこちらな

んですけど、川底を掘り下げることによってこうい

う風に断面を大きく広くして出水時の水位を下げよ

うという案です。この案は画面に示しますように概

算なんですけど 億円ということで、これから他に

説明する案に比べるとかなり安い物になっていると

いうことと、橋の補強を除くと工事の難易度も高く

ないということです。

ただですね川底を下げるということは良好な河川

環境が失われてしまって、天瀬の観光資源である川

というものが消失してしまう可能性があるんです。

またそこは泉源、ここは川沿いに温泉がいくつも湧

いているんですけどその泉源にも大きな影響を与え

る可能性があるということで、安易に掘削すること

ができないということです。

もう一つ代表的な河川改修である堤防を作るとい

う案はどうだろうかということで検討した時は、平

成 年の出水を防ぐためには最低でも 程度の堤

防が必要になります。

このように堤防を川岸に作っていくと水位はクリ

アするんですけども、その改修によって約 戸の家

屋の立ち退きが必要となって工事費も約 億と、と

ても巨額になります。

実際堤防を作るために多くの家屋が移転してしま

うと結局天瀬温泉そのものが存続できるかという問

題になってしまって、結局本来築堤の守るべきその

ものがなくなってしまう不合理も生じてしまいま

す。

他にはお金をかければこういったトンネルバイパ

ス案とかダムによる調節案とかあるんですけど、い

ずれもこちら 億こちら 億ということで実現す

るには非現実的ではないかと思っております。また

どちらにしても自然環境とか住民のコミュニティに

大きな負荷がかかりそうなので、これはなかなか現

実的にはできない話かなということで、それは一体、

天瀬温泉地区はどうしていけばいいのか今後もこう

いった水害を受け続けていって、それに耐えるしか

ないのかということなんですけど、そういった中で

その答えを示したのがこちらです。

天瀬温泉地街では平成 年に天瀬温泉総合整備事

業基本計画策定委員会というものが結成されてまち

づくりの気運が除々に除々に高まってきました。こ

の委員会は平成 年天瀬温泉まちづくり協議会とい

うものに引き継がれて魅力ある温泉保養地を目指す

ことになりました。

平成 年からそういったものを踏まえた上で、ま

ずまちづくり交付金事業において、そこら辺を考え

ていくことでまちづくりの気運が高まって事業を進

めております。その目標の一つに おもてなし空間

安全な空間の提供というのが設定されて、官と民が

一体になって安全のために共に行動するということ

が始められました。数回の協議を経てより一掃のソ

フト対策というものが観光資源を保全しつつ被害が

最小に抑えられるのではないかという結論に達しま

した。

基本的にソフト対策というのは、治水が上昇した

時の速やかな避難活動を指します。

そのためには住民の皆様に河川水位に対する危険

度を知って貰う必要がありました。

そこでまず避難訓練をして避難に必要な時間を計

測して、避難の的確なタイミングを知ろうという話

になりました。その時の参加を呼びかけたチラシが

こちらです。

皆さんご存知かと思いますが、避難するにあたり

誰かの介助とか援助が必要な方がいらっしゃいます

し、高齢者の方とか子供とかそういった人達はどう

しても避難時間がかかるということで、同じ水位で

も危険度が人によっては違うということで、そうい

った人達は特に危険度が高いというふうに言えま

す。多くの人にできるだけ参加してもらうためにチ

ラシを作って住民の皆さんとか、旅館関係者の方々

に一人ずつ直接お願いに行ってお話しに行きまし



た。さきほど申し上げた要援護者ですね、そういっ

た方達の避難をどうやって行うか検討するために、

聞き取り調査等も行いました。

これがその当時作成したメニューの一部なんです

けど、見えにくいかもしれませんが要援護者のプラ

イバシーに配慮して県と市の担当者と民生委員の方

が一つの組になって聞き取り調査を行いました。メ

ニューも要援護者は答えたくないという項目もあり

ますので、そこら辺は空欄にしてあります。

このように訓練の必要性をはっきり伺って説明し

て柔軟な対応をしたことで多くの要援護者の方も訓

練に参加してもらえました。避難訓練は今年の 月

日の日に決行されました。

まず市の防災無線屋外放送を使って避難を呼びか

けました。あらかじめ避難訓練をお知らせしていた

ということもあったので、順調に一次集合場所に参

加者が集まりました。今回は数世帯づつ班を作って

もらって一緒に行動するような形としました。

班で行動する理由というのは全員が避難したかと

いう確認と避難時の安全確保のためということで、

災害ボランティアセンターの方々からそれは教えて

頂きました。

各班では自治会の民生委員と班の福祉委員の方も

加わって要援護者がちゃんと避難できたかのチェッ

クを行ってチェックを終わった班から順に避難所に

移動して、再点呼を行って今回の避難訓練について

のアンケート記入を行いました。その後自治会が揃

った所から避難所内の点検とか避難路再検討とか改

めて行いました。

今回は住民の皆さんが事前に周知していたという

ことで準備していただいたということもあって、す

べての班が 分以内で避難場所に到着することがで

きました。今回のアンケートを分析する上で特徴的

なことが二つ出てきました。これはお手元にも資料

が配られてるかもしれませんが、一つ目は準備さえ

あれば 分程度で住民が避難できるということ。

もう一つは助け合い、共助の精神がとても強いと

いうことです。まず避難時間についてなんですけど

当日が晴天で障害物がなかったということを考える

と実際はもう少し時間がかかるかもしれませんけれ

ども、ただ住民の皆様は日頃から避難訓練に慣れて

いる感じがしてアンケートの結果、住民の皆さんか

らもわかり易い水位情報とか目でみてわかる画像情

報、そういったものの提供を求められました。

これらのことから的確な情報のタイミング。例え

ば玖珠川の予測水位情報などを提供することで非常

に安全に全員の避難が可能になるのではないかとい

うふうに思われます。

もう一つ共助の精神。共助ということですけれど

も、こちらのグラフをご覧下さい。

天瀬は高齢者も多いため一人で避難することに不

安を覚える方が、 人に 人いらっしゃいます。私

も実際ヒアリングで天瀬に何度か伺ったんですけれ

ども、今は皆さん元気いっぱいなんですけどこの先

年というふうに考えるととても不安を感じます。

次のグラフをご覧下さい。今回の避難訓練で実際

に声掛けをしたかというグラフになっています。こ

れを見ると約 割以上 ％の方が近所に声掛けをし

ていることがわかりました。これは県内の他の地区

では見られないような数字です。都市部だと 割に

も満たないのが現実で防災担当部局はこの共助に対

する項目に相当力を注いでおります。

天瀬温泉地街はこの共助の力が高い数字なので平

成 年とか平成 年の幾たびの水害に遭遇しても犠

牲者が発生しないのではないかと思われます。

皆さんのお手元にもお配りしている訓練のチラシ

とこちらのアンケート結果がですね、皆さんご覧頂

くと手作りの訓練だったということをご理解いただ

けるかなと思います。そしてその避難訓練を受けて

実は 週間後の 月 日未明なんですけどテレビで

ご覧になってご存知の方もいらっしゃるかもしれま

せんけど、梅雨前線による豪雨が天瀬温泉地区を襲

って玖珠川の水位が急上昇しました。住民の皆さん

はその避難訓練のかいもあってか一次場所に集合し

て役場からの情報を確認したというふうにおしゃっ

ていました。

その結果高齢者とか要介護の方々は避難所に移動

して、他の方々は避難誘導とか土嚢積み支援に回ら

れました。テレビではわりと大げさに報道されたん

ですけど、地元温泉街は大きな被害もなくて住民の

方々からは前回の避難訓練が役立ったと感謝されま

した。これだけの災害が発生しても犠牲者がいない

というのは奇跡に近いのかもしれません。けれどそ

れはすべて天瀬温泉地街で生活している人々が古く

から助け合う共助の精神というものを持っていたか

らではないかと考えます。県の河川課の方は避難訓

練の結果を住民の皆さんに説明してアンケート結果

を基にカメラを設置する計画を立てたと伺っており

ます。

今日もこの時間に天瀬の方に行って工事の説明会
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を行うと聞いております。このようにアンケートの

結果を活用して、ただちに住民にあった施策を実施

していくことはとても素晴らしいことではないかと

思います。そういった共助の精神というのはまちづ

くりにおいて今、僕はまちづくりの担当をしている

んですけど、非常に大事でこれはあらゆる所に役立

っていくのではないかと思います。特にまちづくり

はハードとソフトと今まで言われてきましたけど、

今はハードとソフトだけではなく人づくり、やっぱ

り人が大事なんだということと今まではハードとソ

フトは足し算だと言われてましたけど、足し算では

なく今ではその三つの掛け算だということで、足し

算だとどれかゼロでも成立するのですけど掛け算だ

とどれか一つゼロだと全部がゼロになってしまうと

いうことで、ハードとソフトと人づくりそれぞれが

掛け算でうまく掛け合う、その掛け合いをするため

に共助の精神というのがそれぞれを橋渡しして、ま

ちづくり何なり進んで行くんではないかと思いま

す。

その一つの結果から生まれたものがこちらなんで

すけれども、空き店舗を利用したコミュニティス

ペースです。天瀬温泉街にあるんですね。

こちらは祭りの企画とかイベントで使う用具づく

りを行っていて、その中でお金はあまりかけられな

いのでちょっとした中の改修、ハードを行ってソフ

トとして人々の活動と人づくりという所では地域の

人たちが集まって、小さい地域の子供たちに伝えて

いくという企画イベントを通していろんな物を伝え

ていくということを進めていっています。

まあ非常にほんとに少しずつなんですけども、実

績にしていこうという所です。いずれはここから新

たな天瀬の情報が発信されるのではないかというふ

うに期待しております。

最後にこちらをご覧下さい。こちらはですね、

月 日旧暦の七夕祭りの映像です。天瀬を流れる玖

珠川を天の川に見立てて短冊を投げてお願いをする

という天瀬七夕祭り恒例のイベントです。

今まで説明した通り天瀬の人は川と一緒に生活し

ております。大雨が降らないことということを自分

を含めみんなが願っておりますが、もしもの時には

今まで以上に的確な避難ができる、本来の意味での

共助の町が生まれますように、私を含め地元の方々

も含め皆さん願って、こういったイベントを行って

おります。これはビデオの中ですけど会場の皆さん

も一緒に短冊にお願いを書いてお願い事を投げたつ

もりで来年は川が穏やかであることをお願いしてく

れると幸いです。最後までつたない話しでしたけど

もお付き合い下さいまして有り難うございました。

これからも天瀬温泉をお願いしたいと思います。

以上で発表を終わります。有り難うございました。

宮崎県日之影町
消防団団長

一 水 輝 明

皆さんこんにちは。ただ今紹介にあずかりました

日之影消防団団長の一水でございます。

本日は平成 年度九州地方治水大会宮崎大会が盛

大に開催されたことを心よりお喜び申し上げます。

またこの大会に意見発表の場を設けていただきまし

て、誠に有り難うございました。本日ご説明致しま

すのは先ほどから気象協会の方からお話がありまし

たように、平成 年 月 日に襲来致しました台風

号についてであります。九州の中で宮崎県が未曾

有の大災害を被り尊い生命を失われたことも事実で

あります。そうした中で町や消防団が台風の北上・

接近に伴い取り組んでまいりました実態についてご

説明をさせて頂きます。

その前に若干本町のご説明をさせて頂きます。日

之影町は宮崎県の北部に位置し、北は大分県佐伯市

に隣接致しておりまして東に延岡市、西に高千穂町、

南は美郷町がございます。人口は約 人、面積

が約 と非常に大きい訳ですが、その中の ％

が森林を占めるという自然豊かな農林業を中心とし

た町でございます。国道・林道・農道それぞれに日

本を代表する 大橋が架かっております。 自然の

恵みが人を呼ぶ里日之影 をキャッチフレーズにい

たしておるところでございます。もう一つのセール

スポイントは平成 年九州で唯一認定されました森

林セラピー基地についてであります。 世紀は観光

と教育・文化の世紀ととらえ、癒しの森が交流を生



む町として目指しております。去る 月 日に第

回全国スポーツレクリェーション祭スポレク宮崎

が行われました。森林ウォーク大会が開催され、

県内外から約 人の参加を頂きまして盛大に開

催されたところでございます。美しい豊かな自然の

中で深い歴史が育まれ伝統文化・芸能が輝き農林業

が生かされている活力と魅力ある理想郷を目指して

おる所でございます。

それでは本題に入りたいと思います。これから発

表いたしますのは、九州を中心に日本各地に集中豪

雨をもたらしました、全国の ヶ所で過去最高の雨

水量を観測し、洪水土砂災害にて幾多の尊い人命を

奪うことになった台風 号における日之影町の災害

状況と消防団の取り組みについてご説明を申し上げ

ます。

日之影町に見立地区というのがありますが、 日

間で という大規模な雨量を記録いたしまし

た。川は濁流と化し土石流と大水害によりまして、

全壊 戸・半壊 戸・床上床下浸水が 戸という家

屋災害が発生しました。幸いにも 名の犠牲者も出

なかったことがせめてもの救いでございます。これ

は日之影町の役場の周辺を上空から見た写真です。

高さ 長さ の青雲橋と 字渓谷のかたど

る日之影川・五ヶ瀬川が目に付くと思います。

今日の話しの中心となりますのがこの役場周辺と

下流に位置します神影地区についてでありま

す。当時の新聞記事にもありますが、宮崎県内にお

ける自然災害としては過去最悪の 億円あまり

の甚大な災害となりまして、 個の台風がもたらし

ました自然災害としては過去最大となった所でござ

います。

日早朝の防災情報の資料によりますと、最大級

の台風が九州を直撃するという可能性が極めて高い

ということで情報がございました。また過去に我が

町に甚大な被害をもたらした台風に大変コースがよ

く似ているということから危険管理対策会議が開か

れ、最大級の警戒態勢で望むように町長より指示が

ございました。 時 分に災害対策本部を設置いた

しました。昼までに町内 ヶ所に避難所を開設する

ことになり、消防団幹部また各部長・団員に避難所

で待機するように連絡を取りました。消防団の防災

無線による対策本部との連携・点検を済ませ町民に

最大級の警戒をするように町の防災無線や消防車両

で繰り返し自主避難を呼びかけた所であります。

自主避難のピークは午後夕方の 時から 時が最

も多く雨量もその頃から強くなってまいりました。

河川の水位も警戒水位に夜の 時に達しまして、そ

の頃から時間雨量 の暴風雨に変わり始め急激に

水位が上昇した所です。当日消防団も災害対策本部

に詰めていまして、町長の指示で避難勧告が発令さ

れまして第 広闊と避難指導を行うよう指示をいた

しました。特別警戒水位に達したのが夜中の 時頃

でありまして、危険水位に達したのが早朝 時でご

ざいました。この台風の系列でわかりますように、

時すぎに危険水位へと達しておりましてまだ日之

影町を通り過ぎるまでに 時間 時間の時間を要

しております。結果として危険水位 を超え家

軒分を濁流が呑み込むような水位となりました。

ピークを若干過ぎたのが役場前の氾濫状況です。

ここにあります役場研修館は下が駐車場になって

おりまして、 階にある建物であります。

その頃の役場の状況で床上が 、外水は外から

を超えようとしております。役場の研修館との

階が水没し日之影町大橋の水系も不能となり、危

険水位が を越水しライフラインの光ケーブル

が切断されたころです。そのような状況の中 時

分に大きな土石流が神影地区楠元住宅で発生いたし

ました。町の教員住宅・公営住宅・一般住宅を含む

戸のうち 戸が全壊となるかつて経験したことの

ない大災害となりました。

それではこれだけの災害に見舞われなぜ犠牲者が

名も出なかったのでしょうか。それは被災地の住

民が消防団に呼び掛けたことに応じて早めの自主避

難を済ませていたからでございます。この写真は当

時の災害状況とその後工事が行われた写真でござい

ます。避難勧告の出ていました神影下中の地域の人

達も同じようにそれぞれ避難を済ませ、消防団によ

ってこの地域の避難が完了していることが確認され

ました。全壊 戸・半壊 戸、もし人が残っていた

ら救出は不可能であったでしょう。現在本町の消防

団は条例定数 名に対し現在 名で迅速率 ％

であります。少子高齢者で年々減少しておりますが、

本町の住民の財産と生命を守るために頑張っておる

所であります。

また本町は非常備消防でありますために、火災、

風水害、行方不明捜索等の有事の際は必ず出動して

おります。消防団は毎年大雨時期や台風を迎える時

期に危険箇所点検を行っている様子です。また高齢

者や一人暮らしの方に避難のお願いと声掛けも行っ

てまいりました。こういった大災害にもかかわらず
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私は宮崎県延岡市北川町総合支所で主に消防団防

災の担当をさせていただいております小野と申しま

す。本日はこのような立派なホールで私のようなも

のに意見発表の機会を与えて頂きました関係者の皆

様にまず御礼を申し上げたいと思っています。私か

らはマイハザードマップの作成事例について紹介を

させて頂きます。

まず延岡市北川町の紹介をさせて頂きます。延岡

市北川町は宮崎県の西北端に位置しておりまして、

面積が約 、これは宮崎県でいいますとえびの

市、大分県の杵築市といった自治体とほぼ同じ面積

となっております。総面積の約 ％を山林が占めて

おりまして、その中に の行政区が点在をしている

というふうになっております。また町の形はちょう

ど扇の形をイメージしていただければよろしいかと

思います。その扇の形の地形の中を本川である北川、

それから支川である小川。これが南北に扇の要に向

かって流れておりまして、町の中心部で合流すると

いうことになっております。

北川町では過去に幾たびも台風による洪水被害を

受けております。特に北川町では過去に幾たびも台

風による洪水被害を受けております。特に平成 年

台風 号におきましては町の世帯の約 の世帯が

床上浸水の被害にあっております。そこで国・宮崎

県のご尽力を頂きまして激特事業を実施して頂きま

した。自然環境に配慮した河道の掘削、それから堤

防の整備を行って頂きまして結果としまして事業前

に比べまして約 の水位の低下が見られた所で

す。それでもですね平成 年、 年と 年連続台風

による床上浸水の被害を受けてしまいました。とい

うことで現在は水防災事業によります住宅嵩上げの

事業を実施して頂いているところでございます。

国・宮崎県のご尽力によりましてハード面の整備の

方はだいぶん進んでおります。

しかし、もし災害が発生しましたら先ほども申し

上げましたとおり、広大な面積に の行政区が点在

一人の犠牲者が出なかったのは日頃の地道な訓練の

成果が実ったものだと思っております。

消防団による復旧活動の様子です。これは神影地

区となります。 日間災害復旧に消防団が出動いた

しまして被災者の方々から大変喜ばれたとこであり

ます。また改めて消防団の重要性というのも確認さ

れた所であります。消防団のこういった活躍で平成

年の長野県で開催されました全国土砂災害防止推

進の集いにおきまして、国土交通省より功労賞を受

賞した所であります。このような消防団としての組

織づくりや活動は、日頃の消防総合訓練からの理念

に基づたものと考え、日頃消防訓練で培われた人づ

くり、地域づくり、兄弟精神を重視し住民の生命と

財産を守るという消防の崇高な任務を心がけている

ことにより、防災意識につながっているものと考え

ております。また平成 年消防操方大会で初優勝し

全国大会で見事 位の成績を残しました。さらには

平成 年度東京のビッグサイトで行われました全国

大会で 大会連続出場いたしまして、同じく優良賞

を獲得した所の写真でございます。

河川災害は目で確かめて対応できますが、土砂災

害はいつどこで発生するかわかりません。非常に予

測が極めて難しいことから危険地域の住民の方々に

は自主避難の意識と危機管理意識を繰り返し示して

行くことが消防団としての任務だと思っておりま

す。

最後になりますけどわれわれ消防団は数少ない中

でございますが、地域住民の生命・財産を守るべく

今後とも予防消防に全力を傾けて行くつもりでござ

います。

以上をもちまして本日の発表を終わらせていただ

きます。ご静聴ありがとうございました。

宮崎県延岡市北川町
総合支所地域振興課
総務防災係

小 野 敬 通



しておるものですから、われわれ行政の目がすべて

の地区に行き届かないといった面もございます。そ

こで住民の皆さんには自分たちの身は自分たちで守

るという意識を徹底してもらっております。その手

段として マイハザードマップの作成 というのは

非常に有効な手段ではないかなというふうに考えて

おります。ハザードマップにつきましてはどの自治

体におきましても作成はされておるかと思うのです

が、例えば地区とか集落とか各世帯、そういった細

かい情報までは載せることができませんので自分達

の手で自分達にあったマイハザードマップの作成と

いったものが重要になるかなというふうに考えてお

ります。

ここからマイハザードマップの作成事例を紹介さ

せて頂きます。

北川町に曽立という地区がございます。平成 年

の 月から約半年間を掛けまして地域住民の皆様、

それから宮崎大学の杉尾先生を始め宮崎大学の皆さ

ん、それと行政と合同でマイハザードマップの作成

をした所でございます。

まず曽立地区の概況についてご説明申し上げま

す。この地区は先ほど申し上げました北川の本川と

支川がちょうど合流する地点に位置しております。

ということでたびたび洪水の被害に遭っておりまし

て、今ご覧頂いております写真は平成 年の台風

号の時の被害状況でございます。また曽立地区の背

後には急峻な山がそびえておりまして、土砂災害の

危険が非常に高くなっております。こちらに白い建

物があるかと思うのですがこれが曽立地区の指定避

難所になっております。そのすぐ裏に急峻な山がそ

びえております。

また地区内を数本の谷が流れておるんですが、そ

れが 本に合流しましてちょうど北側の本川に合流

する地点に樋門が設置されております。この樋門を

閉じるタイミングいかんによっては内水による浸水

被害が発生しやすくなっております。ということで

地区民の皆さんは堤防の外からの水、中の水、土砂

災害と災害の三重苦にいつも怯え悩まされてきたと

ころであります。またこの地区には中学校、郵便局

といった多くの公的な施設が集中しておりますの

で、いったん被災しますと住民生活に深刻な影響を

及ぼしてしまいます。

まず、マイハザードマップを取り組むに当たりま

して地区民の皆さんの災害に対する意識の向上を図

ることから始めたところです。この取り組みをする

前につきましてはこの地区に限らず今度の台風では

浸水しますか？とか、樋門はもう閉めましたか？と

か、そういった問い合わせ、どちらかというと受け

身的な問い合わせを多く頂いたように思います。そ

こで住民の皆さんに積極的に参加していただくため

に、また最終的には自分で考えて自分で判断できる

意識を養うために、ワークショップを用いましてさ

まざまな検討・議論を行って頂きましてマイハザー

ドマップを作成して頂きました。ワークショップは

合計 回ほとんど平日の夜に実施させて頂きました。

まず第 回目ではワークショップとはどういった

ものかと理解して頂いたりマイハザードマップを作

成する意義といったそういったものを説明いたしま

して、皆様のご理解を頂いたところです。

第 回では地区内のさまざまな状況の把握を行い

まして、いずれ行います町歩きのルートの考察そう

いったものを行いました。

第 回では前回に抽出しました情報を整理しまし

てマイハザードマップに必要な情報、それから併せ

まして避難マニュアルといったものも作成したんで

すが、そういったものに必要な情報・課題の抽出を

行いました。

第 回では実際に町を歩きまして課題解決の方策

を考えました。この時だけ日曜日の午後に開催した

のですが、住民の皆さんも普段の生活では気づかな

い新たな発見もありまして、非常に有意義な町歩き

でありました。

第 回では今までの情報や課題を図面の上に実際

に載せて見まして課題解決の方策を議論した所で

す。

そして第 回で曽立地区の避難マニュアルとマイ

ハザードマップが完成をいたしました。今ご覧頂い

ておりますのが実際に完成したマイハザードマップ

であります。ここ北川の本川が流れております。堤

防がこちらにございまして、ここに樋門が設置され

ております。これが国道 号になります。その裏に

は急峻な山がそびえているといった形になっており

ます。また地区内の土地の高さをですね色分けをし

ております。こちらが高い方でこちらに向かって低

くなっているといった状況を表しております。図の

中央部やや上に赤い丸があろうかと思いますが、こ

れが指定の避難所となっております。

また青い丸が何ヶ所かあろうかと思いますが、こ

れは要援護者のいる世帯を表しております。要援護

者のいる世帯を から のブロックに分けさせて頂
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いております。災害時は誰がどの世帯を助けるのか

といったことも役割を分担して決めて頂いておりま

す。さらに町歩きで解った情報もこちらの方に載さ

せて頂いております。例えば山からの水が噴き出す

とか、こちらは浸水時、溝と道路の区別が難しいと

いった実際に町歩きでわかった情報も載せておりま

す。これを サイズにしまして避難マニュアルと

一緒に各世帯に配布しております。避難マニュアル

には持ち出し品でありますとか、ラジオの周波数、

そういったものの災害に役立つ情報を中心にあわせ

て載せている所でございます。

マイハザードマップとは直接関係のないことなん

ですが、北川は先ほど申し上げましたとおり洪水の

被害に悩まされております。またホタルの里清流と

しても売っておりまして、濁水といったものに非常

に神経をとがらせております。そういった諸問題を

調査研究する目的で関係者の皆様のご協力を頂だき

まして、北川流域防災会議を昨年 月に設立いたし

ました。流域住民代表の方、学識経験者の方、国土

交通省、大分県、宮崎県、延岡市で構成をされてお

りまして昨年度は合計 回一同にかいしまして非常

に激しい議論検討を重ねて、またその成果を住民の

皆さんにお示しする懇談会も 回設けた所でござい

ます。

住民の皆さんの生命・財産を守るために今後もこ

の会議を継続して開催して行きたいというふうに思

っております。

またマイハザードマップの作成を他の地区にも広

げて行くためにすべての地区に自主防災組織の設立

をお願いしたところでございます。すべての地区で

設立をされまして今度は曽立地区の例に習いまして

順次マイハザードマップの作成を進めてまいりたい

というふうに考えております。

最後にまとめとしまして曽立地区の取り組みでは

ワークショップの第 回それと最終回の第 回の後

にアンケート調査を行った所です。その結果をご覧

頂けるとわかるとおり、受け身の姿勢ではなく自分

の姿勢で、自分の判断で早めに避難をするという防

災意識の向上が見られたという結果が出ておりま

す。またワークショップへの出席率それからお茶の

間での話し合い、そういったものを見ますと災害に

対する関心といったものも非常に高くなってきたよ

うに思えます。

今後は曽立地区の事例を参考にいたしましてすべ

ての地区におきまして避難マニュアルまたはマイハ

ザードマップの作成を通じまして防災意識の向上を

図って行きたいという風に考えております。

以上で意見発表を終わらせていただきます。ご静

聴ありがとうございました。

宮崎県河川防災協会
副会長
高千穂町長

内 倉 信 吾

計画的かつ着実に実施することが重要である。

九州地方は、梅雨期には降雨が集中し、また、台風の

常襲地帯という厳しい気象条件のため、毎年のように甚

治水事業は、洪水等の災害から国民の生命と財産を守

り、健康で豊かな生活環境と安全で活力ある社会を実現

するために、最も根幹となる重要な社会資本整備であり、

決 議 （案）

大 会 決 議
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記

近年、自然災害が激化する一方で治水事業費は、ピー

ク時のおよそ半分となっている状況である。災害を未

然に防止し、安全で安心な国民生活の確保を図るため、

治水対策に充てる財源を確保し、治水事業費の増額を

図ること。

全国的に大規模水害が頻発している現状に鑑み、被

災施設の復旧にとどまらず、再度の被災防止のための

改良を十分にできるよう、災害関連復旧予算等での対

応の拡充を図ること。

九州地方の現状を踏まえ、安全で安心できる国土を

形成し、潤いとやすらぎのある水辺空間を創出すると

ともに、活力のある地域づくりに資するため、特に次

の事項を強力に推進すること。

災害を予防し、地域社会の安全・安心を確保する

ための対策として、堤防やダム等の計画的な整備

促進、水資源の乏しい山間部、離島等における治

水対策を併せた生活貯水池の整備促進

近年頻発する水害、土砂災害に対する災害復旧関

連事業の着実な推進

火山活動に対する安全確保のための防災事業の推

進

潤いとやすらぎのある水辺空間の創出に資するた

めの施策の推進

市町村が迅速かつ的確な水防活動や事前準備を実

施できるよう、洪水ハザードマップの整備や避難

体制構築のための情報提供の充実等を推進すると

ともに、土地利用を視野に入れた流域一帯となっ

た治水事業の推進

被災地の被害防止拡大や復旧、復興の早期実現の

ため、資材配備や技術支援等、国による広域支援

体制の早急な確立

治水事業の重要性、緊急性と地方自治体の財政の

現状に鑑み、地方への財政措置に対する特段の配

慮

以上、決議する。

平成 年 月 日

九州地方治水大会

大な災害を受けている。

平成 年 月の梅雨前線や台風 号による猛烈な豪

雨、昨年 月の台風 号による豪雨等に引き続き、今年

月には九州北部における集中豪雨により、九州各県で

は水害や土砂災害により尊い生命と莫大な資産を失っ

た。

また、最近では、地球温暖化の影響と思われる気候変

動が顕著にみられ、短時間に局地的な豪雨をもたらす ゲ

リラ豪雨 などによる自然災害が激化している状況にあ

る。

このように、災害発生頻度の高い地方であるにもかか

わらず、九州地方における治水施設の整備は、またまだ

低い水準にとどまっているのが現状であることから、こ

れまで以上に治水施設の整備を強力に推進していく必要

がある。

更に、災害発生時の被害の軽減に向けて、避難誘導体

制の強化、洪水ハザードマップの整備などソフト対策の

充実を図る必要がある。

一方、九州地方は渇水にも見舞われやすく、ひとたび

水不足になると、取水や給水制限がなされ、住民の日常

生活や地域社会の経済活動への影響も大きい。従って、

水の安定供給や河川の維持流量の確保のための河川整備

や計画的なダム等水資源開発を推進することも重要な課

題である。

更に、河川は地域住民の文化や生活に深くかかわって

おり、水質の改善、生態系の保全、潤いとやすらぎのあ

る水辺空間の創出などを積極的に推進し、地域の特性を

活かした整備を進める必要がある。

このような状況を踏まえ、 安全で安心な九州 、 快

適で潤いのある九州 、 個性豊かで活力ある九州 の創

造を目指すには、水害等の災害に対し、機動的に対応で

きる制度の構築や所要の財源確保を図る必要がある。

よって、ここに治水事業の着実かつ強力な推進を期し

て、九州地方治水大会を開催し、その総意に基づき、国

会並びに政府に対し、次の事項が実現されるよう強く要

望する。
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皆さんこんにちは。ご紹介頂きました大分県土木

建築部長の山路と申します。平成 年度九州地方治

水大会宮崎大会がこのように盛大に開催されますこ

とに対しまして心からお祝い申し上げます。ただ今

ご承認頂きまして来年大分県が開催されるというこ

とでございます。

喜んでお引き受け致したいと思います。大変光栄

に思うと共に身の引き締まる思いでございます。

おわかりかと思いますけど大分県、宮崎県と同じ

ように山あり海あり食材も恵まれております。また

豊富な温泉もございます。日頃の疲れも癒して頂く

ためにも、最適な場所ではないかと思います。大分

県中津市の大先輩でございます、福沢諭吉先生を皆

様携えて頂いて県の方にきて頂ければ観光振興にも

役立つのではないかと思っておりますので、県とい

たしましても来年の開催に向けまして今より準備に

向けて取り組んで参りますので、皆様方のお力添え

よろしくお願い致しますと共に本日お越しの皆様の

ご参加と治水関係のご参加を広く呼びかけて頂きま

して、来年大分にお越し頂ければというふに思って

おりますのでどうかご協力のほどよろしくお願いし

ます。

最後になりましたけども、本日開催の宮崎県並び

に関係者の方々のご努力に対しまして心から敬意を

表しますと共に、この大会を通じまして今後の治水

事業の推進に一段と弾みができますようにご祈念い

たしまして歓迎のご挨拶と致します。どうかお越し

になって下さい。

ありがとうございました。

大分県土木建築部長

山 路 茂 樹

次期開催県の挨拶

平成 年度の地方大会は、 月 日（木）中部地方治水大会（静岡市）を皮切りに、全国 ブロックで順次開催

されました。

本号並びに次号で、全地方大会の概要をご紹介してまいります。

月 日（木） 中部地方大会（静岡市）

月 日（水） 九州地方大会（宮崎市）

月 日（金） 東北地方大会（福島市）

月 日（水） 中国地方大会（出雲市）次号掲載

月 日（月） 近畿地方大会（和歌山市）次号掲載

全水連だより


